A NDIA Zs 


第 四 十 一 大 SR 号 
PS ae A 


mw F Rm XM 
宮城 県 丸森 町 大 張 二 十 二 田 さ ベ グ マタ イト 産 の フェ ル グ ソ ン 
石 及 び ゼ ノ フタ イム ee に 
KAO BIEVER PP Sort are phe eee ee ON Dt ele W's fags Javan aie. ake 


FES Roe fio Sh LESS IN OT (PA) MERNMIO TERE - BA 
PERE | 


北海 道 奥 土 別 南 方 の トー ナル 岩 及 び こ れい に 伴う 細 粒 塩基 性 岩 。 洲 
北部 北上 山地 岩泉 附近 の 接触 変成 岩 類 (1) ee 加 


Ke Bl -& Caltt) 


足尾 鉄山 の 地質 構造 と 鉱床 と の 関係 に つい て te 草 
会 報 及 び 雑 報 


会 総会 並び に 講演 会 開催 予告 , 会 費 納入 の 件 , 合同 秋季 講演 会 , 


Sh 


Shenae (原田 準 平 著 ) 


森 TE 一 
谷川 fe = 
ES 4e 
陽太 郎 

iy Ee Se 
野 ZR 
Hy sé We 
| 和 明 
井 ie 
納 博 
we FR AR 


LD 


東北 大 学 理学 部 岩石 鉱物 鉱床 学 教室 


内 


HA 4 4 Gh HK A 


会 報 


ASA AUMARYABASUO I BRAME 
Ws FA 会 期 日 昭和 33 年 1 月 18 日 午後 2 時 より 
場 所 東北 大 学 理 学部 岩石 鉱物 鉄 床 学 教室 


za 総会 終了 後 引 続い て 行う 。 
A HALTER x BARR OSU SRI 
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決定 法 と それ ら の 雇用 価値 河野 義 礼 博 士 
2, B& RW 会 午後 4 時 半 か らち, BH 1 A 500% 
Cr, RALPH EOS, 本 誌 前 号 同 封 の ハガキ を 用 いて 12 月 31 Be 
に 御 申 込 下 さい 。 総会 御 欠 席 の 方 は 委任 状 を 同日 迄 に 御 送 限 願い ます 。 


会 費 納入 の 件 AEA 500K (ATM) を 本 会 (振替 仙台 8825 番 ) 宛 至 急 御 納め 
下さ い 。 MERE SIUM COSA RA CE 至急 お 納め 下さ ら な 
We, BBO BRAS fEIEXMETHS, 御 注 意 下 さい fe) 


合同 秋季 講演 会 昭和 32 年 9 月 28 AkY 30 AHO 3 日 間 に わ た り , 二 会 並び 
に 日 本 鉄山 地質 学会 , 日 本 鉱物 学会 の 共催 に よる 講演 会 が 札幌 市 北大 理学 部 で 開催 され , 
「 北 海道 の 鉄 物 容 源 の 概況 (根本 忠 寛 )」 と 題する 特別 講演 , 並び に 本 会 々 員 に よる 次 の 
一 般 講 演 が 行わ れ た 。 

Ilmenite-hematite Memos eye (BITES), 成長 中 の Slip fault polygoni- 
zation ( 赤 鉄 鉄 の 場合 ) (砂川 一 郎 ) , 火山 ガラ ス の 誘電 現象 , 赤 外 吸 収 お よ ょ び 熱 水 下 に お 
ける 反応 (桐山 良一 , 岩崎 裕 , 河合 七 雄 ) 7 -v av PHT VAY VRB OSE ( 正 
FPS TRB), , 溢 之 舞 鉄 山 倶 知 容 内 地区 の 鉄 脈 系 統 (AEHLE), i (Ft 
=), RHRUORKEAO X 線 的 研究 CHE), 会 津 若松 市 石 ヶ 森 石 意 鉄 床 と 
それ に 伴う 粘 士 帯 (武司 秀夫 ) , MAREE CADRES ee “MRE REA 
期 粘 土 (高橋 博 ) , 北 投石 の X 線 的 研究 (続報 ) (高野 幸雄 ) , VZV ROR AK (逸見 
吉之助 ), 下川 鉄山 令 鉛 硫化 鉄鉱 床 の 鉱 化 作用 ( 沢 俊明 ), 銚 染 硫黄 鉱床 に 関す る 2, 3 
事項 (藤田 勇雄 ) , 秋田 県 山 館 鉄 山 の 鉱物 共生 (AERP), 秋田 県 立 叉 鉄山 に お ける 欠 鉱 
物 の 産出 (関根 良弘 , AMER, 郷原 笹 造 , HRSE5E), 秋田 県 明 叉 鉄山 産 鍼 石 の 鉄 物 共 
生 (MABE, ERE), 2 つの 背 斜 が 交わ つて 作る カル ミネ ーション と RRL OBR 
(続報 ) (杉山 隆二 ) , BRAT (CRIS, 大 津 秀夫 , 種村 光郎 ) , 石川 県 服部 鍼 山 
RACH OMA RISA RSID (杉浦 政治 , 谷 波 正三 , ASE), 島根 県 真砂 鉱山 の 放射 
能 異 常 の 原因 (RASA, AEVE=), =, SOBRE AY ALM (PH) (BOSH 
KE, 浜 地 忠 男 ), A— 7 RNEORMMOMR (片山 信夫 ), 宮城 県 気仙 沼 市 周辺 の Mo- 
W-U-Cu 鉄 床 と その 鉱石 鉄 物 (大 町 北 一 郎 , F-PRURRE, 小泉 久 直 ), 岩手 県 赤 金 鉄山 
に お ける 磁 硫 鉄 鉄 の 酸化 (南部 松 夫 ), 豊 羽 鉄 山 産 の 磁 鉄 鉄 (石橋 正夫 ), 日 東 然 山 に お け 
る 乾式 試供 法 (クロ ム 鉄 鉄 床 の 工 学 的 研究 IL) (BURR), 愛知 県 田 品 鉄山 産 pyrox- 
mangite (渡辺 武男 , ABS, 加藤 昭 ) , 下川 鉄山 産 関 亜鉛 鉄 (BRU), 北海 道北 見 

(表紙 3 頁 に 続く ) 
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宮城 県 丸森 町 大 張 二 十 二 田 ペグ マイ ト 産 の 
フエ ェ エル グ ダグ ソ ン 万 及び ゼノ タイ ム * 


Fergusonite and xenotime from the Nijunita pegmatite 
at Ohari, Marumori town, Miyagi Prefecture 


大 森 KH 一 (Keiichi Omori)** 
' 長 谷川 G = (Shuzo Hasegawa)** 


| 


Abstract : Fergusonite and xenotime occurred as single crystals, smal- 
ler than 4mm in size, associating with lepidomelane in plagioclase at the 
marginal part of the pegmatite. Fergusonite : the base {001} and the 
pyramid {111} are the dominant faces. Specific gravity G if 5.68,. 
From the result of chemical analysis, shown in table 1, the chemical for- 
mula CU YT Ro 2) 1-04 (NBM Ro 0 OME 
me': the dominant face is 2{101\, specific gravity G ey = 4.45). The 
chemical formula tsuciven as (Yo Ro 410) 1:00.00. 9191.09 )as00 Oss aas 

1. if =I 

阿武 隈 山地 の 最 北端 に 位置 する 宮城 県 伊具 郡 の 南部 地域 に は 多数 の ペグ マタ イト が 分 
iL, 計 く か ら 坦 長石 を 控 掘 し て いる 。 有 殊 に 旧 大 張 村 ( 現 丸 森町 大 字 大 張 ) の 川 張 附 近 の ), 
大 張 箕 長石 ・ 昭 和 球 長石 ベ グ マタ イト 等 は 大 規模 に 開発 され , ZEPbBLRAY 7 v oh 
- $Y > v EE RG - PBS ICR AN MT フェ ル グ ン ソン 石 ・ ジ ルコ ン 等 が 
産出 する こと も 知ら れ て いる 。 筆者 等 は 之 等 の ベ ゲ マタ イト に 近接 し た 二 十 二 田 ベ グマ 
タイ ト か ら , 新 に フェ ル グ ソ ン 石 ・ ゼ ノ タ イム の 単 結晶 が 産出 する こと を 見 出し た の で , 
ここ に 両 久 物 に つい て 簡単 に 述べ る 。 


2. 鉱 物 の Bw 
丸森 吉 大 張 は 仙台 市 の 南方 約 40 km, 宮城 ・ 福 島 両 県 の 県 境 近く に 位置 し , 東北 本 線 


* 昭和 31 年 10 月 岩 島 学会 総会 に 於 いて 一 部 講演 。 
SAL REE I Oh 
1) ih =, Aah : 理研 落 報 , 17, 355, 1938. 
Hasegawa, S. : Sci, Rep. Tohoku Univ, III, 5, 347~348, 360, 36€~367, 1957. 
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下 石 駅 及び 角田 町 より バス の 便 が ある 。 阿武 隈 山地 ペグ マタ イト 分 布 の 北限 に 当り , この 
MACS SEC CRE, SUK, 更に その 南方 に は 川俣 町 附近 の ペグ マタ イト 
分 布地 域 が ある 。 
大 張 附 近 に は 管 つて 開発 され 或いは 現在 採掘 中 の も の 合計 し て 約 40 カ所 の ペグ マタ イ 
ト 録 体 が 存在 し , その 一 部 は 古く 明治 時 代 か ら 下 長 石 を 採掘 し て いた や 。 そ を の うち 主 な も 
ORKREEA, 昭和 球 長 石 , 沼 ノ 上 及び 二 十 二 田 の 4 カ所 の ペグ マタ イト で ある (第 
1 図 )。 KIREEBEN T7974 NED AMAL OO CRAB URGE CH ( 2 5 BRE 
され , FRED MART ROBE 
第 1 図 丸森 町 大 張 附近 の 行 中 で ある 。 長 柱 状 の iA” 
ペグ マタ イト 分 布 図 RT TE 
が 見 出さ れ , PRG - aRERSK - HK 
雲母 等 が 稽 々 多量 に 存在 する 。 昭 
PIERANTVI4 PAB EW 
30m Dx4 SROBIKC, BO 
CHU FY REEL Ko HA 
を 休止 し て いた が , HAT ROB 
体 を 採掘 し て いる 。 BI ERTS 
タイ ト ば 前 2 者 に 比較 する と 規模 
が 小さ く , 現在 は 休 山 と な つて い 
Bo 
SS A aed aaa aa 
RAO PALO WIR é} Y, 昭和 
初 年 開発 され , BRR RRR IC 
つて 大 い に 開 発 さ れ た 由 で ある 。 PATEL RAGED — SMR L CAI Et RO CW SOK 
貼 形 の 断面 を 示す (長径 約 50m, 短 径 20m) レン ズ 状 の 鉱 体 と 思わ れ , 現在 志 出 し て い 
る 部 分 は ペグ マタ イト の 周辺 部 に 近い 部 分 で ある 。 
フェ ル グ ソ ン 石 及び ゼノ タイ ム は この 周辺 部 の 斜 長石 帯 中 に 存在 する 。 LORECAR 
Ae PIS lcm WROREROBSERSRAML, “nica: 7eVI7VVA- 
ゼノ タイ ム が 附 着 し て いる 。 BULI KOTHRA, REBEL BREGL ROMA E 
HEC REL, CNS 4mm OFF CHODAT, ABOMDT ROH Michi POM 
の 部 分 を 径 略 L.omm Off LE CARUEAIRIL, MLOVOe Blk OM? +Z2G 
K, 長石 等 が 簡単 に 除 か れ て , MRDRUPBAD BRMOAEBDS A LMHS, OF 
れ 等 の 泡 炊 残留 物 の 大 部 分 は ゼノ タイ ム 及 び フ ェ ル グ ソ ン 石 で , EOI, BILE 
人 鉱 等 が 見 られ , ジル コン , モナ ズ 石 等 は 認め られ な か つ な た 。 


1) 渡辺 万 次 郎 : 宮城 県 の 地下 資源 (宮城 県 商工 部 刊 ), 105~108, 昭和 25. 
官 城 県 : 宣 城 県 仙南 地区 地下 資源 調査 報告 , ユー4", 昭和 29, (仙台 通産 局 FE ee 
長 , 理 藤 洋 彦 技官 等 に よ つ て , 当地 域 の ペグ マタ イト に つい て 詳し い 測 量 調査 が 行わ れ て 
いる 。) 

2) Hasegawa, S. : 前 出 (1957). : 

3) この 目的 の た めい に 径 約 20cm の 時 計 皿 状 の 金 飾 を 試作 し て 使用 し た 。 
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フェ ル グ ン 石 と ゼノ タイ ム は 母 岩 約 kg より 一 回 の 操作 で 20~50 Hie DE OM 
この 両者 の 割合 は 重量 比 で 夫々 4:6 で あつ て , ゼノ タイ ム の 方 が 征 々 多い 。 

maine Kat 48RD 3b, 余り 風化 を 受け ず 征 々 硬い 部 分 に つい て 薄 片 を 作り , 
HARI SVG VY — FY CHE CEG PCR SL, 加里 長石 は 認め らち れず, 一 部 粘 
土 化 は し て いる が 略 均質 の 倖 長石 の み で ある 。 この 化学 分 析 の 結果 を 第 } 表 に 示す 。 これ 
か ら の この 長石 の 端 成分 を 求め る と , 


Ores Abs, ¢ ADs. &7Y, Or BF $1 ARAD(LSDAT 
を 約 8 % 含む 曹長 石 で ある 。 Wt % 
3. JFEAVIYE SiO, | 65.66 

OS | none 

AGNI READ Miia tL (第 2 Al,O, | 20.92 

図 A), Gem ¢ (001) と 鑑 面 s(111) Fe,O, | 0.13 
より 成り , x (131) ONARHRBD MnO none 
られ る も の も ある 。 鉄 雲母 に 附 着 し て MgO | none 
いる 面 は 度 面 に 略 平 行 な 場 合 (第 3 図 CaO 1.04 
(A)) と , 鑑 面 に 平行 な 場合 (第 3 図 Na,O | 9.80 
(B)) と が ある 。 結晶 を 破砕 する と , K,O 1.54 
断 品 は 褐色 の 樹脂 光沢 を 示す 。 薄 片 を CD elo 
BUGS CABt St RRR, EO | O28 
FOZUNCSH CHSo MAY 7 v SE Total 100.21 


は 認め られ な か つた 。 
次 に 結合 を 砕い て 純粋 と 思わ れる 部 分 を 選別 し , これ に つい て 比重 泊 で 測定 し た 比重 は 
GNP = 5.68, で あつ た 。 更に この 試料 を 用 いて 行 つ た 化学 分 析 の 結果 を 第 2 BIR 


Fo この 結果 は 本 邦 産 の 他 の フェ ル グ ソ ン 石 の 分 析 結 果 と 類似 し , これ か ら 化 学 式 を 算出 
する と 次 の 様 に な る 。 


$28 StoORBHBHOFVZNV7VVYA (A) BUI NA (B) 


P3ABSee ee seo 
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第 3 図 7or7 yy BOGE (A), (B) 及び ゼノ タイ ム の 結晶 形 (C) 


NN Ri Dae ue 
Al+-Fe+Mn+Ca=25, (Nb, Ta) = 
312, R”7=Ti+Si+Sn=25, O=1360 

BIS (Ya25 Rus) g50 ((Nb, Ta) 312 
R’95) 337 Orsen と な り , これ は (Yo.97 
R’o.07) 1.0 ((Nb, Ta)o.93 Ro.oz) 1.00 
Onan EUNGEHOST NS SSL 
グ ゲソ ン 石 の 一 般 式 Y (Nb, Ta)O, £B 
(2k Tw So MM Nb,O;: Ta,O; を 
求め る と の Sunde Wyss 3 Bezel). 
これ る も 本 邦 産 の フェ ル グ ソ ン 石 の 化学 成 
分 の 特徴 と 一 致し て いる 。 

4°47 EAS 

eIIA Lz (101) FHL TAS 
状 結晶 で (第 2 図 (B)), fie f (111) 
Mere 7 (121) の 小さ な 面 を 伴う こと が 
HEV 一 般 に 鉄 雲 坪 に 附 着 し て 生長 し 
た た め , 結 品 の 一 部 分 が 閉 る し く 発 達し 
て いる (第 3 図 (C))。 新鮮 な も の は 黄 


純粋 と 思わ れる 部 分 を 選別 し , 比重 の 測 邊 
Ao = 4.45, ORD QS 


Ce 


第 2 表 フェ ル グ ゲソ ン 石 の 化学 分 析 
| Wt % | Atom. Prop. 
[Y],O 43.16 [Y] 316 
[Ce], O38 1.00 [Gey 6 
LhO, 0.88 Th 3 
UO, 2.40 We 9 
UO, 0.84 Ue 3 
Bes Os 0.59 Fe 6 
AIO; 0.12 Al 2 
MnO 0.05 Mn 1 
MgO none Mg - 
CaO 9.08 Ca 1 
TiO, 0.98 Tm 12 
SiO, 0.79 Si i 
Sno, 0.09 Sn 1 
Nb,O; 30.99 Nb 288 
Dao 17.32 Ta 7hs) 
PO; ire 
HO (4) 1.01 O 1360 
ES Oven O22) 
Total 100.25 
CS 5.68, 


緑色 を 時 する が , 普通 淡 灰 褐色 を 示す 。 
薄 片 を 顕微 鏡 下 で みる と , 無色 透明 で 蜂 
均質 で あぁ あり, BEAM L, 複 屈折 が 強 
Wo 


ECACC feo HOR CHE L 7 LEE 
交 化 学 分 析 の 結果 を 第 3 表 (1) に 示す 。 この 結果 を 他 


の 産地 の ゼノ タイ ム の 化学 分 析 値 と 比較 する と , か な り の 差 が 見 られ る 。 例 えば 飯坂 産 の 


1) 


Aan Oats &kOFSHVX Dana’s System of Mineralogy, 7th ed. p. 689, 
1951 ees SE 


A or < 


a SG RS OE 215 


第 3 表 CI ILLOUMBAH 


(1) (2) 
Wt % Atom. Prop. Wt % 
pares 55.14 ry] 421 51.82 
[Ce] ,O, 1.58 [Ce] 9 2.14 
ThO, 1.28 Th 5 2.47 
Uo, 2.18 U 8 ay Wy) 
Fe,O, 1.60 Fe 20 1.10 
Al,O, 0.62 Al 12 4.89 
MnO tr Mn - 1.72 
MgO none 0.02 
CaO none 0.61 
ZrO, 0.80 Li 7 1.90 
SiO, 2.89 Si 48 4.32 
TiO, tr Abi = ahs, 
(Nb,Ta),0; 2 (Nb, Ta) 8 = 
PO; 30.12 P 425 25.38 
Os 1.53 
HO, Es magi O 1849 } 0.20 
Total 99.43 — 99.65 
ce. re ae 4.46 


4? 
Sr ee NES AIT A, 
(1) 三 十 三 田 産 セ フ タ イム (分 析 考 , 長谷 川 ) 
(2) 飯坂 産 ビ ゼノ タイ ム (分 析 考 , 畑 1938) 


CITA LORE? を 参考 の た め 第 3 表 (2) に 併記 する が , これ と 比較 する と , - 
十 三 田 産 の ゼノ タイ ム は Al, Si 等 が 少く , MLBU P が 多い 。 他 の 産地 の 分 本 例 に は 
SiO, 7~8% に 達する も の が あり , この Si Ne ee 
で 7 一 部 は YPO の P" を 軒 換 し て 存在 する せ の と 考え られ る 。 二 十 二 田 産 の ゼノ タタ 
Aik Si が 少く , P が 多い の で , YPO。 の 成分 に 近い る の で ある 。 
この 分 析 結 果 で 少量 な が ら ZrO, (9.80%) の 存在 が 確か め ら れ た 。 こ の Zr を ZrSiO, 
に 直 来 する も の と し , BM (Nb, Ta)。O。 は 温 在 し た フェ ル グ ソ ン 石 に 由来 する る の と し 
て , 夫々 に 相当 する Si 及び VY を 除い て 残り の 成分 の 化学 式 を 求め る と 次 の 様 に な 
Bo i St の 大 部 分 は マ YPO。 の P の 一 部 を 置換 し て 存在 する も の と する 。 
Y=[Y]+[Ce]=422, R’=Th+U+Fe+Al=45, P=425, Si=41, O=1789, pI 
% (Yar. Ras) 67 (Pass Si, 1) 466 Ozzss と な り , これ は (Yo.00 Ro .10) 1.00 (Po.o1 Sty 99) 


1) Hata, S. : Sci. Pap. Inst. Phys. Chem.’ Res., 34, 619~622, 1938. 
2) YNAY, フェ ル グ ソ ン 石 , ゼノ タイ ム の 混 比 を 計算 する と , 重量 比 で 夫々 1.2, 
2. 2, 96:6 96 と な る 6 
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1.00 Os.s4 & LU CHDT TEBE, YPO, LB—-RLTwSo COL PI BED EF 
イム は , 他 の 産地 の る の に 比 し Si, Zr SRSOOBRMC, YPO, の P の 約 lal 
を Si で 許 換 し た 化学 成分 を も つも ゃ も の で ある 。 

本 研究 に 可 し た 乾 用 の 一 部 は 文部 省 科学 研究 費 に よる も の で ある こと を 明記 し て 許 
意 を 表す る 。 


火山 央 の 酸化 作用 


Oxidation of volcanic rocks 


*~ HW SE *# (Ryohei Ota)* 


Abstract : The writer has considered that magma has been re-heated 
in the course of ascending vent. Comparing the chemical composition of 
plutonic rocks with that of volcanic rocks, both are nearly equal in the 
amout of SiO, and total iron and FeO/Fe,O, is larger in plutonic rocks 
than volcanic rocks. H,, CH,, H,S and others detected in volcanic gas are 
considered as derived from magma, and consequently deep seated magma 
may be in reduced condition. When magma ascends into the oxidation 
zone of the earth crust, it contacts with air or water preserving high 
temperature. That causes exothermic reaction of FeO>Fe,Og. 

Hornblende which contains volatile substances is remarkably affected 
by the re-heating, and this fact has been already noticed, green hornblen- 
de Srown hornblende-oxyhornblende-ropacite. These phenomena take 
place under existence of oxygen. Green hornblende is found in glassy 
rock and pumice. 

Brown hornblende and oxyhornblende are found in crystalline rock, and 
often opacitized along margin or on the whole. Phenocrystic pyroxene 
shows s'millar phenomena to hornblende, though not so conspicuous. In 
this case, angite generally is more easily affected than hypersthene. Rea- 
ction r.m of the pyroxene is found in the lava flow belonging to pigeonitic 
rock series, but not in the dyke of the same series. Comparing chemical 
composition of monoclinic pyroxenes in plutonic rocks with that in vol- 
canic rocks, the ratio of FeO/Fe,O, of the former is larger than that of 
the latter. It may be considered that corrosion of quartz, inversion into 
tridymite, opacitization of biotite and crystallization of minerals in grou- 
ndmass are caused by re-heating. 
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大 山岸 は マグ マ の 冷却 固 結 し た も の で ある か ら , これ まで の 火山 岩成 固 論 で は 高温 っ 低 
温 の 一 方 的 変化 の み に 考 慮 人 が 払わ れ て きた 。 セ じ か し 等 者 の 考察 で は , マグ マ の 地 吉 叶 出 の 
前 後に 再 替 され る 時 期 が あり , この 見 地 か ら 火 山 岩 を 観察 し た 方 が 適当 で は な いか と 思わ 
れる の で , これ に 就 い て 意見 を 発表 りや し た こと が あつ た が , その 人 後 の 見 解 を る 加え で て 
再 言 し 講 兄 の 御 批判 を 名 う 次 第 で ある 。 

この 論文 を 草 す る に 当り 久野 信博 士 か ら 貴 重 な 御 意見 を 承る こと が で き , また 石川 俊夫 
博士 に は 本 論文 の 件 校 闘 を 仰ぐ で こと が で きた 。 両 博士 に 対し 深く 感謝 する 。 また 本 間 不 二 
Bel, 河野 義 礼 博士 お よ ょ び 安 藤 武 技 家 か ら は 有益 な 御 助 言 を いた だ いた 。 BMI LH 
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先 づ 基山 岩 と 深成岩 と の 化学 成分 を 比較 する 。 岩崎 岩 次 3) GREER ILUBAREO 
ROA EMA ELSA, 彼 の 求め た 本 邦 火 山 岩 平均 化学 成分 の 中 で SiO。 + 
有 有 量 が 相互 に 近い も の を と り , 両者 を 比較 し て 次 の 意見 を 述べ た 。 す な ね わ ち 基山 岩 と 深 成 
岩 と の 化学 成分 の 相違 に 就 い て 考 芝 る と , この 場合 “SIO, 含有 量 が ほとん ど 同 じ で ある 
の で 両者 の 差 は 余り 著しく な い が , FeO と Fe。O。 と の 関係 が や や 上 且 に つき 深成岩 に は 
FeO が Fe,0。 に 比較 し て 著しく 多い 。。 す な わ ち 和 火山 岩 で は Total Fe。O。 {=FeO (as 
Fe。0。) + Fe。O。} が 2.8896, 76a Cid 2.9696 で ほとん ど 同 じ で ある が , FeO/Fe,O, 
DAU CE 1.18 で ある の に 花 己 岩 で は 5.11 CHS. この こと は Daly OF ZMH 
園 の 火山 岩 の 石 英 安山岩 , 流 紋 岩 で は FeO<Fe。0。 CHAM CL FeO>Fe。O。 
と な つて いて 外国 の 岩石 で も 見 られ , 山 岩 は 地表 面 を 流出 する た め 深 成 岸 より 酸化 を 多 
く 受 け て いる こと を 示す も の で あろ う 有 2 と 述べ て いる 。 次 に 中 性 お よび 塩基 性 軸 の 場合 
CHOU, 本 邦 産 の 中 性 お よび 塩基 性 深成岩 の 平均 化学 成分 は まだ 算出 され て いな い の で 
世界 の 平均 化学 成分 に 就 い て 述べ る と , Daly の 求め た 央 成 岩 の 平均 化学 成分 の 中 で カル 
クア ルカ リ 岩 烈 に 属す る 石英 安山岩 , 安山岩 お よび 玄武 岩 と , WAS BRS, BS 
BEUSBE LICHT Total Fe。O。 お よび FeO/Fe,O。 の 値 を 算出 し た が や は り 同 
様 の 関係 に ある こと が わか つた 。 この こと は 他 の 岩 列 の 岩石 に も 認め ちら れる 。 し か し 前 者 
ほど 著しく な い o 

上 記 の 事実 に 就 い て 筆者 は 次 の よう に 考え た 。 地下 深 所 に お ける マグ マ は 副 い な が ら 選 
元 状態 に ある と いう こと は 炎 山 ガス お よび 天然 蒸気 の 化学 成分 か ら 推 察 で きる 。 これ ら が 
地殻 中 の 割 上 中 を 通 つ て 上 昇 す る 際 , 地下 光 所 の 酸化 帯 に お いて 地下 水 お よび 宰 気 に 遭遇 し 
酸化 作用 を 受け る が , それ で も な お HCH, お よび HLS な ど が 検出 され る か ら で あ 
Bo 火山 ガス お よび 天然 蒸気 の 化学 成分 と し て 挙げ られ て いる も の の 中 で , CO。 HHL, 
LR 科 由 S の 0 下 あの BO 褒 な ど は ば は 六 ざ て で て マグマ に 由来 P 症 0; 
は 宰 気 また は 地下 水 か ら 混 入 す る と 思わ れ , N。, A お よび HO は 一 部 は マグ マ か ら 一 部 
は 卒 気 また は 地下 水 か ら 導 か れ , さら に SO, は HS の 酸化 に よ つ て 生じ た と 解釈 する 


1) 太田 良平 : 地質 , 58, 1952. 
2) 太田 良平 : 地 調 報告 ) 151, 1952. 
3) BIB : 火山 の 化学 , 1948. 
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ZEMCESA E7-KUOMMAMS HS と SO, EAKARE RICH L CH SAILS 
PCBAMSNTWSo. COLIBRA RCRECL HAS T7 TPMRICAH LL, ある 
い は 地下 漢 所 に 六 入 する と , PGBS RO CAME ldo PIRI SO CURIS 
と 反応 し 酸化 作用 が 起 る 。 こ の 酸化 熱 の ほか に マグ マ の 央 道上 昇 の 際 に お こる 摩擦 熱 や , 
マグ マ か ら 人 遊離 し た ガス の 中 で 可燃 性 の CHyH, お よび C.He ZEORBET SHABERA 
る 考え られ る 。 実際 Jaggar) が ハワイ の き キラ ウェ エア 痴 岩 湖 に お いて 試み た 温度 の 垂直 
分 布 の 測定 に お いて る も , 喪 面 は 火山 ガス の 燃焼 の た め 内 部 より も 高温 で ある 事実 が 知ら れ 
て いる 。 こ の 際 マ グマ 中 に お こる 化学 反応 と し て は 夷 卓 の 場合 を 考え る と , 主要 化学 成分 
23% SiO,, Al,O,;, CaO, MgO, Na,O, KOEIORS ま びび EO 人 
安定 で ある か ら FeO—Fe,O, お よび MnO= っ MnO, @ 2 反応 が 考え SV SS 同様 に 右 
葉 部 の 融 体 に お いて は Fe っ Fe… お よび Mn… っ Mn…… の 化学 変化 が 考え られ る 。 し 
か し 基山 岩 中 の Mn… の 量 は きわ め て 少な く Feo の 酸化 に よ つ て 著しい 影響 を 受け る 。 
この 化学 変化 は 発熱 反応 で ある か ら マ グマ の 温度 は 当然 上 昇 し な けれ ば ざ ば ならない 。 


UO EDO. OrCals aE 222 Calli: 
FeOQ—--———-> Fre, O, MnO—————->Mn0O, —+Mn,O, 


また 1950~51 年 の 伊豆 三原 火山 の 活動 に 際 し 森本 良平 , VNBSBILUNRE SY? Uk 
次 の ょ うに 述べ た 。 すなわち ‘“FEROAMICBZAREO (LMI AN dy 著しく 近似 
Lt@WSA, FeO BLEU Fe,0, O(FICHFORMRHAS. LL FeO (asFe,O3) + 
Fe,O。 と し て 比較 する と ほとん ど 相 等 し い (1#)o CHUB MASEC Bic eR 


第 1 表 
% % % % % 76 
SiO, 52.68 | 52.02 | 52.25 | 52.25 | 52.43 | 52.24 
| 
FeO 10.56 | 10.80 | 10.22 9.46 | 10.52 | 8.97 
Fe,O; 2.78 2.28 2.92 3.84 2.87 4,21 
FeO (asFe,O,) + Fe,O,| 14.51 | 14.28 | 14.27 | 14.85 | 14.56 | 14.18 


Peat D 9 VC Ze BAM L Te ORO BLED L FeO が Fe,O, に 進ん た だ た めで , 
PAE CONS AKU CS ILA CRHMOA SE RRS Sic Fe。O。 が 多い ょ よう で 
ある 。 また 別紙 に お いて 森本 良平 お よび 小坂 丈 予 は , 火山 弾 の 表面 お ょ び 押 出さ れ た 
KA DIMB UR DNS & ELOBCA LN SAAOW SG ILORE IL, RGRSLE ARE 


Ghd» SHG IRMA Co SBREBBL, 同じ く 酸 化 に よ つ て 生じ た も の と し な た 。 
最近 Shand その 他 講 学者 の 発表 し た 見 解 に よる と , 深成岩 は 火山 岩 に 比較 し て ょ より 
低い 温度 で 結晶 作用 を 行 つ た と し て いる 。 Shand») は 各種 の 地質 温度 計 に ょ つて , また 


l) Jaggar, T. A. : Jour, Washington Acad. Sci., The USI 
=) RABY, 杉村 新 , 小坂 丈 予 : PSABS RUBS, 地理 学 1, 2, 1953. 
) 


栗本 良平 , 小坂 丈 予 : 地学 , 60, 1951. 
4) Shand, S. J. : Eruptive Rocks, 1949. 
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AEE BRM LOCRMBS LUCK OR EIER EAU ROL SUA OT 
な わ ち 地下 の マグ マ は いづ れ の 場合 で る 1170°C' 以下 の 高温 を る つた る の は な で B 
る い は その 温度 に 近づい た 証拠 も な い 。 多 く の 場 合 870°C を 超え た と は 思わ れ な い 。 類 
岩 流 の 場合 は 表層 は ガス 反応 お よび 酸化 に より 1130°C ぁ ある い は それ 以上 に 熱せ られ る 
が , BRL COBECE Le LBA SMB ho UNE PIRATE CHEE ( CHEE 
TAT 7 VBP OVT SLY OBORBERT CLUE ANG” 
深成岩 は マグ マ 演 中 で 結晶 作用 を 完了 する の で ある か ら , KOMI RRO 
的 変化 を 考え れ ば ぼ ば ょ い が , 火山 岩 の 場 合 に は 地表 接近 また は 噴出 に 伴 な う 再 許 作 用 を 考 慮 
し な けれ ぼ ば な ら ぬ 。 従 つて それ 迄 に 品 出 し て いた 斑 品 は 当然 二 次 的 の 影 絡 を 受け る 。 また 
BEINN TH IO BHD SBA RWI MER 5S Wo 
3. MEACLYMORK LESSEE L OBR 

t CiS4 iPS ORRRRE A, SHAS LUARA ¢ ABBA t OBR 
CBBLEM FOBRIKOELIA CHS (1) PERM AMERMMEA (主として 
EVYAVIBA) POMARIDBCAINZONW, ABBADIELA CMABAO ADE R 
る 場合 (以下 c と 略称 する ) に 限り 認め ちら れる 。 斑 品 普 通 輝 石 が 同上 の 反応 線 で 包ま れ 
る の は きわ め て 稀 で ある が , や は り c の 場合 に 限ら れる 。 石 基 輝 石 が 単 余 (HLTH 
WEA), SAMBADPL MABE (以下 d と 略称 する ) BHLUBHAHBAOSDASMS 
BS NLM GLH RRC AENS Hm Lea o 以上 の 事実 は 久野 に より 既に 注 
意 さ れ て いる 。 (2) 上 記 の 反応 縁 の 生成 は 状 岩 流 の 場合 に 限ら れ , BRIAN AWS 
し か し 類 岩 流 で c の 場合 で も 反応 縁 が み ら れ な い 場 合 も ある 。 (3) MHMBADRME 
受け る 音 度 , 例え ば 自 形 で ある か , 燃 融 を 受け て や や 自 形 を 失 つ て いる か また は 相当 自 形 
を 失 つ て いる か な ど を 観察 する と , MBATIBU T c の 場合 に は 折 形 の も の は 全く な い 。 
そし て d の 場合 より も 類 融 の 受け 方 が 大 きい 。 (4) 斑 品 紫蘇 灯 石 と 斑 品 普通 煙 石 と を 比 
較 す る と , BBsHMBsEY b—-HUCAMO ZIG ABKE Wo FRM RBA BW, 
3 7 PERRI Il BV CEN EN BHROB b OVE UMD ZG BBA Wo (5) BE 
EEIEG LHS SREERR IE Gls IC AE CHOY, PER PM s BB EelaIELAL 
自 形 で ぁ つ て , MAMA t EH LAWVBAICIERL CARD ZY AMSBL (NeW 
(6) ABSHO ANAT MEME HEORRECHAUSS. CLOMRAMICRSEHIk 
り 注 意 さ れ て いる 。 

以上 の 講 事 実 か ら 筆 者 は 結論 と し て 次 の よう に 述べ た 。 すなわち “大 山 岩 の 斑 唱 両 糞 石 
お ょ び 角 了 図 石 の 形状 は , 地下 の マグ マ 汐 中 で 反応 , 成長 し つつ あぁ る 形状 を その まま 示す る も 
の で は な く , マグ マ 汐 か ら 火 道 を 上 昇 し 地表 に 噴出 し て 冷却 凝固 する まで に 温度 , 圧力 の 
変化 ( 六 と し て 前 記 の 再 熱 作 用 ) に より その 影響 を 受け た も の で ある 。"” 
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FaPLE SBT ERR LC 化学 成分 が 複雑 で あぁ ある ばかり で は な く 揮発 性 物質 を 含有 し て 
いる の で , マグ マ 溜 から 火 道 を 上 昇 し て 地表 に 噴出 し 冷却 凝固 する 迄 に , V7 TOIRFEA 
化 に 伴い 温度 お よび 圧力 の 影 枚 を 輝石 より も 受け 易い 。 角 図 石 の 形状 に 就 い て は 古く か ら 


1) 太田 良平 : BIH, 1952. 


x 
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多く の 学者 の 注意 を 惹き また よく 研究 され て お り , BCR?) を 線 合 する と 次 の よう 
に な る 。 

(1) 角 図 石 の 受け る 二 次 人 的 変化 に は 酸化 作用 と オペ パサ イト 化 作 用 と が あり , オペ パサ イト 
化 作用 に は 黒色 型 と 輝石 型 と が ある 。 そし て 酸化 作用 が 行わ れる の は 交 石 型 オ パサ イト 化 
作用 以後 で あり , 黒色 型 す パサ イト 化 作 用 と 同時 あぁ あるいは 以前 で ある 。 (2) BRET 
イト 化 作用 は 黒色 型 オ パサ イト 化 作 用 より る も 深 所 で 行わ れる も の で , 角 図 石 の 一 部 また は 
AOE AB LUBE ( 小 量 と 付 長 石 お ょ び 炊 灰 石 を 伴う ) OBA EUERENKS 
の で ある 。(3) 黒色 型 オ パサ イト 化 作 用 は 角 鐘 石 の 一 部 また は 全部 が 輝石 お よび 磁 鉄 鉄 の 
きわ め て 微細 な 粒 の 集合 に よ つ て 置換 され た も の で , 通常 結晶 質 岩 に 見 出さ れ ガ ラス 人 質 岩 
VUE CHS. (4) 線 色 角 層 石 は 主として ガラ ス 質 岩 お よび 浮 石 な ど に 見 出さ れ , オペ パサ 
イト 化 作 用 は 通常 認め られ な い 。 緑色 角 関 石 が 酸化 作用 を 受け る と 福 色 角 了 石 に さら に 
強く 受け る と 酸化 角 関 石 に 変化 する 。 (5) BERNESE EL POW 7 ABN 
見 出さ れ ; ガラ ス 質 岩 や 浮 石 な ど に は ほとん ど 見 出さ れ な い 。 そ し て 黒色 型 お よび 婚 右 型 
の 両 オ パサ イト 北 作 用 が 認め らち られ, 常に 前 者 が 結晶 の 外縁 に そし て 後者 が 内 側 に ある 。 

次 に マグ マ が マグ マ 汐 か ら 炎 道 を 上 昇 し て 地表 に 噴出 し 冷却 固 結 する 迄 に 受け る 温度 
お ょ び 圧 力 の 変化 に 就 い て 考察 する 。 マ グマ が マグ マ 汐 か ら 央 道 を 上 昇 す る 際 , SNR 
け て いた 丘 力 が 急 に 減少 し マグ マ 中 に 飽和 し て いた 揮発 性 物質 が 遊離 する の で , マグ マ 中 
に 上 出 し て いる 伝 物 は その 影響 を 受け る 。 こ の 際 圧 力 の 変化 に 伴う 温度 の 変化 で ある が , 
1 つの 化学 系 に お いて 圧力 が 減少 し た 場合 , 断熱 変化 で あれ ば 温度 は 低下 し な けれ ぼ ご な ら 
な い 。 し か し 地下 深 所 に お いて は 絶え ず 熱 の 供給 を 受け て いる の で , 温度 の 変化 は 圧力 ほ 
ざ ど に は 著しく な いと 推察 され る 。 火 道 を 上 昇 し つつ マグ マ の 温度 が 徐々 に 上 昇 し て ゆく こ 
と は 既 述 の 通り で ある が , 次 の 諸事 実 か ら も 了解 され る 。 す な わ ち (1) SPORE 
に は 反応 縁 の 生成 は な られ な い が 庄 融 現 象 は 認め られ る こと 。 (2) 石 基 輝石 を 検 錯 する と 
BABA AO RCS CHS UV SY RAD 反応 縁 を 生じ て いる 場合 が し ば し ば 
認め られ る こと 。 久野 は か か る も の を d-< 型 と し た が , これ は 岩 腺 に お いて る 見 出さ れ 
Bo Kile Pie Bw d-c 型 は 存在 する が c-d 型 は 存在 し な い 。 KILAOBWH 
で は マグ マ の 熟 の 放散 は 行わ れ 難 い が , 地表 に 噴出 する と 急激 に 低下 する 。 し か し この 
際 , マグ マ 中 の 可燃 性 ガス 燃焼 に より 一 時 的 に 熱せ られ る 事実 は 既 述 の よう に 認め ら 
れ て いる 。 Kennedy®) は FeO と Fe。O。 と の 高温 に お ける 平衡 関係 に 就 い て 実験 を 行 
い , 就 力 学 的 見 地 か ら 次 の 意見 を 述べ て いる 。 Alb “ 類 岩 流 の 表面 が 鉄 の 酸化 作用 に より 
PHN SHI, 熱 の 放散 に より 失わ れる 量 に 比較 し 非常 に た 小さく ほとん ど 無 祝 し うる 。 
fEO Catt RM Se CH oRAO 1 つと し て ROMEMAEBAS OIE CH 
Wo 従 つ て 火山 ガス の 燃焼 が 温度 低下 を 妨げ な けれ ば 冷却 の 一 路 を 辿る の み で ある 。 


1) Macgregor, A.G. > Phil’ Trans. RSL, Ser. B, No. 557, 229; 1938. 
2) Barnes, %. & Ami) Min) ;~ 15," 1930) 
3) 
) 


BA ee: 地質 , 45, 1938. 
Taneda, $.: Mem. Fac. Sci, Kyushu Imp. Univ., Ser. D, I, Ne. 3, 


5) Kennedy, G. S$. : Am: Jour. Sci., 9, 1948. 
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AINAORNC k SBR CHK OBBRERE LTB PEGE » 2 Zl) ys 
試み た 実験 に よる と , 1 気圧 の 下 で 緑色 普通 角 図 石 を 鶴 素 ガス 中 で 熱し 屈折 率 お よび 消 光 
角 の 変化 を 観察 する と , 750°C を 超え る と 急激 に 変化 し 800°C 附近 か ら 暗 褐色 種 の も 
の に な つた 。 こ れ は 角 了 図 石 中 の H が 脱 去 し O が 残存 し た た め と 解せ られ る 。 SHIR 
し 1050°C に な る と 磁 鉄 鉄 お よび 交 石 また は 標 要 石 に 解離 し < 軸 に そい 急激 な 膨張 を 
な し 黒色 型 オ パサ イト 化 作 用 を 示し た 。 天然 に お ける 角 了 関 石 の 酸化 作用 お よび 黒色 型 オ パ 
サイ ト 化 作用 は 上 記 の よう に し て お こる も の と 解 さ れ て お り , この 実験 は 窒素 ガス 中 で 行 
われ た が , 天然 で は 酸素 の 存在 の 下 で 行わ れる 。 煙 石 型 オペ パサ イト 化 作用 は 上 記 両 作用 の 
お こる 以前 に 生じ た も の で , 恐らく 火 道 上 昇 の 頃 に 起 る の で は ある まい か 。 HAMA SD 
4} OGRE MIS, 角 関 石 の 化学 成分 か ら 揮 発 性 物質 を 差引 いて ノル ム に 換算 し た も の と 
ほぼ 等 し い 。 ガラ ス 質 石 其 を 有する 炎 山岸 の 閣 唱 角 関 石 は 酸化 作用 る も オ パサ イト 化 作用 る も 
Bh, ある い は ほとん ど 受 け て いな い が , これ は 石 基 の 化学 成分 が 鉄分 が 少な く 潤 酸 お よ 
び ア ルカ リ に 富み , 従 つ て 比較 的 低温 で か つ 冷 却 速 度 が 速い た め 上 記 両 作用 を 起 し 得 な か 
つた も の と 解く され る 。 マグ マ の 酸化 作用 と 大 気 の 冷 却 作 用 と は 王 に 打 消 し 合う も の で あ 
り , この よう な 岩石 は 上 記 両 作用 は も ちろ ん 結晶 形 の 灯 融 お よび 反応 縁 の 生成 な どの 講 現 
人 象 る も 閉 し く な い o 

大 山岸 の 石 基 に 普通 角 欧 石 を 生成 し た 事実 は 全く 知ら ち れ て な い が , KILO FLD FL 
に 近い 石 基 部 に は 難 に 対し て 安定 な パー ガス 石 を 生ずる 。 神津 令 社 お よび その 協力 者 
が 試み た 実験 に よる と , ペー ガス 石 を 750°C AL TC OIE ALAR ¢, 900°C に 
お いて 屈折 率 が わ づ か に 増加 し た に 人 過ぎ な い 。 雲母 の 場合 も 同様 で , 火山 岩 の 孔 際 に は 黒 
雲母 の 代り に 鷹 に 対し て 安定 な 金 圭 母 を 生ずる 。 黒 圭 母 を 熱 す る と 400°C か ら そ の 屈折 
率 お よび 光 軸 角 が 変化 する が , 金 雲母 は 1,000°C まで 熱し て も その 光学 性 は ほとん ど 変 
{EL ZW 


5. 斑 品 煙 五 の 二 次 的 変化 
Sem ARBAB AD 56 MARIGRE 有する の は 燃 岩 流 の 場合 に 限ら れ 岩 腺 に は み ら 
れ な い 事 実は , 反応 縁 の 生成 は 類 岩 の 現 出 状態 に 関係 が あぁ り , 地表 接近 また は 叶 出 と 共に 
マグ マ の 温度 が 上 昇 す る こと を 示し て いる 。 ま た 斑 品 紫蘇 石 に お いて る も 斑 品 普通 輝石 に 
お いて も; AES d の 場合 より も <c の 場合 の 方 が 疾 融 の 受け 方 が 大 きい 事実 は 筆者 の 意 
見 を 強め る 。 両 輝 石 が 角 関 石 と 共存 する 場合 , BARRERA, Hina ae 
また は ほとん ど 自 形 で ある が , 角 了 関 石 が 上 品 出 する よう な 状態 の マグ マ は 地表 接近 また は 噴 
出 時 に お ける 温度 が あま り 高 く な く , 角 図 石 が 黒色 型 オ ペ サ イト 化 作 用 を 起す 程度 の 温度 
CL EFBGILRE CH 0, 普通 燃 石 は 安定 か また は や や 疾 融 を 受け る 。 赤 城 火 山 の 紫 蘇 
HEE AOMERPBA BBO ODOUR CV ON DAMS N THY, c の 場合 は 全部 
RIGEEAL TOS, HO KUOMCLEL AML L455. RRMA Ra Cs bee 
BERNIE AOA CH, CORMMBAEME ZI COED CHEM, BX 
の 現象 が 地下 深 所 の マグ マ 汐 中 の 品 錯 状況 を その まま 示す も の と すれ ば , 相 律 の 示す よう 
に 他 に 有人 色 録 物 が 呈 出 し , か つ 威 長 し で いな けれ ば ば ならない 。 し か し この よう な 鈴 物 は 認 


1) Reeth, 吉木 文 平 , 可児 弘一 * 東北 大 理科 報告 (I), 3, 1927. 
2) Kozu, S, Yoshiki, B : Proc. Imp. Acad., 9, 1933. 
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DSNAWd SARA IOKNOIOLBADEE SM. HRAKUACHAMBAS 
FEA RAE SEU CWS BSD AR TCD GF 0 BED SMO SE I Hk OREO (CARMAN D 
関係 が あぁ る 。 WALHRBAS SARE ARU BOM MME AHR AR AO 
石 に 比較 し て それ ぞ れ Fs に 富ん で いる 。 SU CAMORUDALBRITS &, d に お い 
CLE Ae SRR ARUBOMRME Als THAR OMBRMBA KNOL それ 
ぞ れ 類 融 の 受け 方 の 大 きい 傾向 が あり , また c に お いて る 同様 の 傾向 が 認め られ る 。 = 
の 事実 は Fs に 富む も の は 融点 が 低い こと を 示し て いる 。 以上 の 諸事 実は 要する に 琉 品 
婚 石 の 形状 は 斑 品 角 関 石 の 場合 ほど に は 著しく な い が , や は り 影 響 を 受け て いる こと を 示 
To 

DUCA KD ED b AO WBRILIER BRT Zo 現今 まで に 発表 され た 将 石 の 化学 分 析 
資料 は 相当 の 数 に 上 つて いる が , 古い 時 代 の も の の 中 に は 正確 を 欠く と 思わ れる も の が あ 
EDT: 各 分 析 値 を 検討 の 上 , RED Es % の や 母 岩 の 不明 確 の % の を 除 き 2 SEA, 透 
Ha, UY AY BARA, 透 輝 石 質 異 佑 石 お よび GREY SY BAO 分 析 資 料 を 
19 ol, $7 RM, HE, BME BKU eulite の 分 析 資 料 を 24 HBT = 
の 際 に 分 析 試 料 の 精度 , 実験 誤差 お よび 個人 誤差 な ど を 考慮 て せ ね ば は なら ず , 従 つ て 細か い 
数 字 ま で 論 及 する の は 無理 で ある が 次 に 述べ る 信 向 は 認め られ る 。 


、 ¥ aN 
BANA PO FeO, SHBAHO FeO, 
‘ © Phencerystic Monoclinic Ryroxene in Valeanic Rock Si 
‘@) | ae Inoncctinic Fyroxene in Voleanic Rock. 
(@hroneckinic Pyroxene in Plutonic Rock. > ’ 
2 A % os ie © Phenocrystic Rhombic Rroxene inVetcanic Rock 
8 £13 vor X Ritombic Pyroxene in Intrusive Rock into 
ss | 6 alls Tertiary Formation 
Sig % AS x © Rhombic Pyroxene in Plutonic Rock 
se” oun. ae sy 
eS る 5 ° 
aie ° Sg °° 
» 6 8 ¢ 
e® ° ° 
2 x ° ut 5 
| ® 
ai 5 - 2} °o 
© 
9 
[eo CC eee ae = J 
Pe) 70 Se eS 8 


Oo % 


20% 4 Se 
Fe0+Fe203 (as FeO) Fe0t Fe203 (as FeO) 


第 2 表 お よび 第 1 図 (a) を 観察 する と , 火山 岩 お よび 火山 噴出 物 中 の 単 代 運 石 は 深 
成 岩 お よび ホル ン フ ェ ル ス 中 の も の に 比較 し て Fe。O。 に 富む 傾向 に ある こと は 明 瞭 で あ 
る 。 すなわち , Fe, O,x100/FeO+ FeO, (as FeO) が 249 以上 の も の は 前 者 の な に 
よっ つて 占め られ , 15 96 以下 の も の は 後者 の な に よ つ て 占め られ て いる 。 し か る に 石 基 で 
ジョ ン 灯 石 は 火山 岩 中 の も の で ある に 拘ら ず そ の 値 は 非常 に 低い 。 この 1 例 の み に ょ っ つ 
CHEST SOLE CHER CLS SR, 筆者 の 意見 で は , これ は 重要 な 意味 が あり , 地表 噴 
出 時 前 後に 生成 し た も の で 他 の 諸 例 の ょ うに 初生 の 状態 か ら さら に AKO MBE Sy 
た も の で は な いか ら で あ る と 解釈 する 。 

次 に 第 3 表 お よび 第 1 図 (b) FGFS. Miho & VAIS 1 図 (a) の 場合 の 5 
倍 に な つて いる が , Be, Ox 100/FeO + Fe,O。 (as FeO) の 値 が 10.996 より 大 きい る も 
の は な く 第 1 図 (a) の 講 例 に 比較 し て 著しい 相違 だ が ある 。 SH AOBSY 火山 岩 お 
ょ よび 大 山 噴 出 物 中 の も の は 深成岩 お よび ホル ン フ ェ ル スズ 中 の も の に 比較 し て FeO, ‘yz 
富む 傾向 に ある こと は 明瞭 で ある 。 左端 の 2 HOBBIVERE CH SIC OMD PEMK 
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fee anne ses Oe LEE I Loe: | iy 
きい の は その 現 出 状態 , すなわち 新 第 三 紀 層 を 賃 ぬ ぬく ベ ルト 状 六 入 岩 体 ! で あぁ つて 地表 
に 接近 し て いた た めで ある と 解釈 する 。 

次 に 酸化 作用 に 基づく 光学 性 の 二 次 的 変化 に 夢 い て 述べ る 。 角 関 石 が 酸化 作用 を 受け た 
Be, 屈折 率 お よび 複 屈折 の 値 は 洛 次 増加 し 消 光 角 は O° に 近づき 色 は 濃 赤 褐色 に な る 
事実 が わか つて いる が , 普通 煙 石 の 酸化 作用 は 角 関 石 ほ ど に は 頭 若 で は な い の で あま り 注 
意 さ れ て お ら ず , また 実際 に 著しい 現象 は 認め られ な い 。 蘭 献 に よる と 長野 県 聖山 産 普通 
BA? は 特に 著しい 多 色 性 を 有する 点 に お いて 有名 で ある が が, これ は 本 邦 産 の 他 の 普 
HIB AICIERL Fe,O。 に 富む こと が 1 原因 で あぁ る と いわ れ て いる 。 多 色 性 が 増加 すれ ば 
屈折 率 お よび 消 光 角 は 大 と な る で あろ う 。 この 場合 Fe。O。 に 富み 義 し い 多 色 性 を 有する 
こと が 果して 現在 論じ て いる 酸化 作用 だ け に 原因 が ある か どう か は 速 断 を 許さ な い が , 筆 
者 の 経験 に よる と RMA SHORES RRA CH OCD 立 通 灯 石 で ある つて る も 
それ ぞ れ 石 其 婚 石 の 種類 に 関係 が あぁ る と 思わ れる 。 すなわち d の 場合 に 比較 し c OF 
合 は 一 般 に 多 色 性 が 著しく , また 石 基 が ガラ ス 質 の 場合 は d の 場合 より も 一 般 に 田 い 。 
SAD SF AVE RASS ISLA CROONER, 多 色 性 が 著しい 場合 に は これ 
と 共存 する 紫 格 煙 石 の 多 色 性 も 著しい 。 こ の 事実 を 定量 的 に 表示 する こと は 難し い が , こ 
の 信 向 は 確実 に 存在 する 。 

普通 紙 石 の 結晶 中 に 不 規 則 に 含ま れ て いる LERNATEOBRRIS MRA LBA 
れる 。 文献 に よる と 新潟 県 米山 お ょ よび 長野 県 聖山 の 普通 尊 石 は 結晶 中 に きわ め て 彼 細 
TRS A EBC) BREE RL, し か る も 砂時計 構造 を 示し て 刻 に 交 叉 する 2 部 分 
中 の ! 方 に の み 閉 じ く か つ 平 行 に 配列 し て いて , 他方 に は 少な く か つ そ の 配列 も 平行 性 
WZLWo © ORRELD PATO PREIS OAR CDMDNSZON CHO, この よう 
APMAMELATZ~IDEMBEME UU CHIBAM 4 (, BO BIEMEM KC LOTCAUR LE 
され る 。 MEMHELUZOBAL” が 試み た 普通 輝石 の 加熱 実験 に お いて , BIEVER 
の 著しい 場合 に は 徴 細 な 黒色 粉末 状 の 磁 鉄 鉱 が 結 品 の 全面 に 現われ た 事実 が 報告 され て 
いる 。 こ の 際 光 学 性 の 変化 に 就 い て は , 光 軸 角 お よび 消 光 角 は 共に 変化 が な く , 多 色 性 も 
一 般 に 明らか な 変化 は な い が 時 に は (1,220°C) や や ゃ 減少 し た 。 酸化 作用 が 激しく 行わ れ 
る と , Fe を 交代 し て 結 品 中 に 存在 し て いた Fe が 磁 鉄 鉄 と し て 品 出 する よう に な る 
た め , a Clk Fs が 減少 し 従 つ て 多 色 性 を 減少 する の で あぁ ろう 。 大 山 岩 の 麗 卓 普通 嫌 
石 の 化学 分 析 試 料 を 作 人 針 す る 際 に , PRPC ENT EDM CHM ABR DBM 
し て こと ご と さく 除去 す る こと が 果して 適当 で ある か どう か な 紅 わ し い o 

オォ パサ イト 化 作 用 を 受け た 角 関 石 を みみ る と その 作用 は 結晶 外縁 部 に 著しい が , これ に 似 
た 現象 を 久野 お よび 佐渡 8) が 伊豆 和田 木 お よび 新潟 県 米山 の 普通 輝 石 に 就 い て 述べ て い 
る 。 前 者 に 就 い て は 問題 の 酸化 作用 に よる る も の で ある か , また は マグ マ 中 の 反応 に よる る も 
の で ある か 不明 な の で 後者 に 就 い て 述べ る 。 この 銘 物 で は 砂時計 構造 の 各区 割 毎 に 色 る も 消 


ie EE : 地質 , 56, 1950. 

待 場 勇 , 大 森 世 一 , 八木 健三 : BH, 22, 1940. 
河野 義 礼 : GK, 22, 1940. 

久野 AK, 佐渡 道隆 : 地質 , 40, 1933. 
FRET, 渡辺 新 六 : GK, 19, 1938. 

久野 久 , 佐渡 道隆 : 前 出 ・ 


の の ro to = 
tT er i 


226 BBKMDRKR SSB 


光 角 る 異な る が 一 般 に 色 の 濃い 部 分 は 消 光 角 る 屈折 率 も 大 きい 。 各区 割 毎 に 測定 し た 結果 
に よる と 中 心 部 は や を や 不 均 一 で ある が 一 般 に 消 光 角 , 屈折 率 お よび 光 軸 角 は 最も 大 きく ;, 
これ より 外部 に 向い 3 者 と も きわ め て 規則 的 に 減少 し て ゆく 。 こ の 3 BURPEEOM 
側 に 向 つ て 減少 する 事実 は 和田 木 産 の も の に る も 見 られ る が , 北 伊豆 地方 , 甲斐 御坂 地方 お 

ょ びそ の 他 の 火山 岩 の 環 唱 普 通 糞 石 に きわ め て 普通 に 見 られ る と 両 名 は 述べ て いる が , B 
熱 作 用 の 観点 か ら 解 釈 で き な い だ ら う か 。 Hess) は 火山 岩 の 夷 唱 炉 石 は 多く の 場合 , 地 
表 噴 出 の 問 に 酸化 され て Fe・ が Fe に な る た め 透 煙 石 質 に な る と 述べ て いる 。 また 
筆者 の 経験 に よる と 前 記 の 講 現 象 は で に 多い よう で ある 。 

DESL RARIE © RIL E FR Uk BERRIES BRO ESB EW LBA 
られ , まな た 実際 に 文献 に た 逐 し い 。 1 例 を 挙げ る と BRRBGRMMEORMBA” ik 
Fe。O。 の 量 が 本 邦 産 の 他 の も の に 比較 し て 特に 多量 で あり か つ 多 色 性 が 著しく , Mat 
因果 関係 が ぶ あ る と 考え られ て いる が , 問題 の 再 熟 作用 に 関係 が ある か どう か は 不明 で あ 
る 。 久野 3 OBA CIRMBAOSEEORR I DSPOANRERE Ti の 量 に 比例 す 
ZS SOS) oy 


6 その 他 斑 品 の 二 次 的 変化 


黒雲 母 の オ パ サ イト 化 作 用 は し ば し ば 認め られ る 所 で , 角 関 石 の オペ パサ イト 化 作 用 と 同 
じ 理 由 に よ つ て 生ずる 。 硫 村 石 の 1 デイ ング ス 石 化 作 用 は 火山 岩 に は 普通 に 認め られ る 
BS, 他 岩 に は 認め られ な い 。 文献 に よる と この 原因 に は 種々 の 説 が あつ て 定説 は な い 
よう で ある が , 風化 作用 に よる も の で な いこ と は 認め られ て いる 。 火 山岸 の 品 注 に 富ん だ 
EBA VC & SBE AU Ak 統 密 な 部 分 に ある も の に 比較 し て 一 般 に イデ イィ イングス 石化 が 進 
ん で いる 点 か ら 老 える と , 水分 に 富ん だ ある い は 含水 鉄 物 を も つた 外来 岩 片 の 混入 その 他 
の 理由 に より , 局部 的 に 水分 が 増加 し これ が 再 熱 に より 気化 し た こと も 原因 の 1 つと し 
て 挙げ られ る 。 和 倖 長 石 は 信 鉄 鉱物 で は な い の で 角 了 内 石 や 煙 石 の 場合 と 同様 の 作用 は 認め ら 
れ な い が , V7 VL OWMESBLEAT SD EPO SME OMOR BLESS YOOLEBDNSO 
Pein BRO Fale S 7S CS REE AE E lS ORAS LIE LIFMOSNSM, こ 
1) FREE FACES BS 29 HFN ZV 

この 際 一 言 し て お きた いこ と は , ARR BE CHS Db ONIN EBRAOF 
べ て が 既 述 の 僅か の 原因 の み に 基 く と は 言え な いか る も 知れ な い , 既 述 の 講 原 因 の 複合 か る 
知れ ず , 他 に も 原因 が ある か る も 知れ な い 。 そ の 1 EL CHAVIENAZDUIEAORStSH 
つて Mosesman, Pitzer お よび Yoder5) (isbn RE, 圧力 に 関す る 状態 図 を 完成 
し , 圧力 の 低下 に よる 石英 の 鱗 石 化 お よび 方 東 石 化 の 可能 性 を 示し て いる 。 

最近 の 研究 に よる と , 同じ 造 岩 銚 物 で も 生成 条件 の 如何 に よ つ て その 性 質 に 徴 差 が ある 
CERDMOCWSo TRO SAABA, GR, SHE, 余 長 石 等 は その 母 岩 が が 火山岩, 
深成岩 また は 変成 岩 で ある か に よ ょ つて 屈折 率 , 光 軸 角 お よび 転移 点 な ど が や や 異 つ て い 


1) Eless; Hi. Et. : Amr N26 1941) 

2) 八森 健三 : Bok, 32, 1944. 

3) Kuno, H. : Am. Min., 39, 1954. 

4) Taneda, S. 3 aif; 

5) Mason, B. H. : Principles of Geochemistry, 1952. 
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Do これ は 造 岩 鉱物 の 結晶 構造 上 の 骨格 が 生成 条件 に よ つ て 異な り , それ に 入り 込み うる 
原子 が 価 元 素 で ある か 生成 条件 に より 異な る た め と 言わ れ て お り , 火山 岩 中 の る も の は 常に 
最も 高温 性 で ある 。 こ れ ら の 原因 が 果して 問題 の 酸化 作用 と どの よう な 関係 が ある か , 今 
FRO FEAR Ee BAL 20 
7 & 基 8B 

これ まで 地表 噴出 時 前 後に お ける マグ マ の 再 熱 に 就 い て 述べ た 。 BABA BIC 
て も この 和 観点 か ら 考 察し な けれ ば な ら な い 。 火山 岩石 基 の 化学 成分 と 石 基 煙 石 の 種類 と の 
間 に 関 係 が ある 事実 は , 既に 久野 に より 指摘 され て いる 。 す な わ ち FeO+Fe,O,;, 
Na,O+K,0 SEU MgO の 三角 図表 に < お ょ よび d の 石 基 の 化学 分 析 値 を 投影 する 
と , 両者 は は つき り 分 れ て 分 布 す る 。 入 者 は この 図 を 次 の よう に 解釈 し た い 。 す な わ ち 石 
AIBAK C お よび d の 種類 が 生ずる の は 地下 深 所 か ら 温度 を 高 あ られ つつ 上昇 し て き 
た マグ マ の 地表 噴出 また は 地下 洲 所 導入 の 際 の 温度 に より 決ま る も の で あり , その 温度 は 
幸 と し て 化学 成分 に 支配 され また 揮発 性 物質 に も 関係 が あぁ る 。 諸 火 山 類 岩 の 実 濃 に よる と 
塩基 性 マグ マ ほ ど 高 温 で あり , 酸性 マグ マ ほ ど 低 温 の 傾向 が み ら れ る が , 一 般 に Total 
FeO が が 多く アル カリ の 少な いも の は ほど 高温 で ある 。 c を 生ずる た め に は Total FeO に 
富み アル カリ が 少な いこ と が 必要 で ある が , アル カリ が 非常 に 減少 し た 場合 と か , アル カ 
リ が 増加 し て も Total FeO に 比較 し て MgO が 減少 し た 場合 すなわち Total FeO の 
うち MgO と 結合 し て 有色 録 物 に 入る も の ょ より 酸 化し て 磁 鉄 鉄 と な る も の が 増加 し た 場 
合 で も c を 生ずる 。 KWAOMILCARHBEASL c は 9 に 比較 し て 一 般 に Norm 
Mt に 富ん で いる 。 また 等 考 の 経験 に よる と 燃 岩 の 薄 片 を 鏡 下 に 検 し た 場合 c は d に 
比較 し 一 般 に 石 基 磁 鉄 鉄 に 宮 ん で お り , ER BERRI CHS. FARE 
録 に 富ん で いる 事実 を 定量 的 に 表示 する こと は 難し い が , この 傾向 は 確実 に 存在 する 。 ま 
た 一 般 に 粗 灯 で あぁ る 事実 は マグ マ が 揮発 性 物質 に 富ん で いた こと を 示す も の で , 燃焼 に よ 
9 り 温度 の 上 昇 を 助け た と 推察 され る 。 


関東 山地 東部 の パン ペリ ー 戸 と その 産 状 


Pumpellyite and its distribution in the eastern part 
of the Kant6 mountainland 


Bg 陽太 郎 (Yo6taro Seki)* 
横 山 重 + (Shigeo Yokoyama)* 


Abstract : The mode of occurrence, and chemical and physical pro- 
perties including x-ray diffraction data of pumpellyite in the eastern part 


of the Kant6 mountainland are described (Table 1, 2 and 3). The mineral 


1) 久野 As KWBEU KIA, 1954. 
ERA MES HFA. 
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is not found in the part of spotted crystalline schists with albite porph- 
yroblasts developing in the lowest horizone of the Palaeozoics and their 
metamorphic facies in this district. 
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1936 年 に 坪井 お よび 杉 ) は , 関東 山地 東部 の 槻 川村 朝日 根 の 槻 川 河原 に あつ た ソー 
シュ ライ ト 化 料 緑 岩 の 中 に パン ペリ ー 石 の 脈 の ある こと を 報告 し た 。 之 は , ARCORY 
ペリ ー 石 の 最初 の 発見 で ある 。 FOOD, 1941 年 に は , RE DHA Dvd Be 
色 岩 類 の 岩石 学 的 研究 を な し , その 結果 , TEBORE., BRERUMEEOHICDEY 
ひろ く パ ペン ッ ペ リー 石 水 含ま れ て いる こと を 報告 じ た 。 

この 論文 で は , 関東 山地 東部 の ペン ペリ ー 石 の 産 状 及 び 分 布 を 概観 し , それ ら パ ペン ペリ 
ー 右 の 二 つ の も の に つい て 鉄 物 学 的 記載 を し , 更に 化学 組成 と 屈折 率 と の 癌 の 関係 に つい 
て 述べ る 。 

この 研究 で は , 化学 分 析 及 び 野 外 調査 の 一 部 を 横山 が , 他 は 関 が 行 つた 。 化 学 分 析 に 当 
つて は , 埼玉 大 学 文 理学 部 化学 教室 早川 保 昌 ・ 城 戸 英彦 の 講 氏 に , X 線 の デー タ を 得る に 
あ た つ て は 東京 大 学 理学 部 地質 学 教 容 の 都城 秋穂 お よび 山 島 正 男 の 両 氏 に 御 尼 介 に な つ 
た 。 ここ に 上 記 の 諸氏 に ふか く 感 放す る 。 

この 研究 は 文部 省 科 学研 究 雪 の 一 部 を つか つて な され た こと を 明記 し , 当局 に 感謝 
する 次 策 で ある 。 


2 it BR 星 
<OMWROMWRIL, U- YY BODES SRW” の 中 に 概略 の べら れ て いる の で 
こ で は 省略 する 。 但し , 前 記 論文 で は , 結晶 片岩 は 一 まとめ に され て いた が , 実は その 
蘭学 的 下部 に は , PRAOBME RBCS LOOT, この 論文 で は 結晶 片岩 類 は 下部 の 

紋 部 と 上 部 の 無 点 紋 部 と の 2 つの 部 分 に 分 ける こと に する 。 結晶 片岩 類 は 一 般 に 南 叉 
は 南東 に むけ て ゆる く 人 傾斜 し , 準 片岩 叉 は 千 枚 岩 様 の 岩石 を へ て 上 位 に ある 十 生 層 に 移 化 
層 位 学 的 に も , 変成 程度 で も ) する 。 点 紋 結 晶 片 岩 は , 本 地域 の 北部 に の み 分 布 す る (第 
1 図 )。 


jg 
Ra 


~~ 


3, KYA Y—-BOSA 
PERRIS BY SAYA) BOs, 第 1 図 に 示さ れ て いる 。 確認 し た も の 
以外 に も ある だ ろう が , 結晶 片岩 類 の 下部 に ある 点 紋 部 に は 今 まで の 所 パン ペリ ー 石 の 
な いこ と は ほな ば 確実 で ある 。 即 も ペン ペリ ー 石 は 無 点 紋 結晶 片岩 層 , £0_Lihowe re 
は 千 枚 岩 様 部 分 及び 古 生 層 下部 の 緑色 岩 類 の 中 に の みあ る 。 パン ペリ ー 石 の 分 布 の 下限 
が , 無 点 紋 部 と 点 紋 部 と の 境 に ほぼ 相当 する 。 叉 , それ は , この 地域 で の アル カリ 角 図 石 
( 監 因 石 一 フロ ツ サ イト ) の 分 布 の 下限 で も ある の は 注目 すべ き で ある 。 点 紋 部 に お ける 


1) “Tsuboi, Si fap Joun Ceot Geograph , 13, 333, 1936. 
DEFPRRARBE, % 健一 : 地質 , 42, 187-188, 1936. 

2) AEP : 地質 , 48, 62~74, 1941. 

3) 関 陽太 郎 : 46k (投稿 中 ). 
Saleh WS Sek Rep. Saitama Univ., 2, 368~3738, 1957. 
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BIR 関東 山地 東部 の パン ペリ ー 石 の 分 布 
(As B は それ ぞ れ 第 1, 2 表 の A, BB に 対 店 する 。) 


1. 中 生 代 (?) 層 , 2. RAMA GA, 3. 中 間 帯 (主として 緑 
色 岩 より 成る ), 4a. Fe B ea Liha, 4b. 点 紋 結晶 片岩 
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含水 Ca-Al 芽 酸 塩 は エピ ドー トー クリ ノ ゾ イ サイ ト 一 紅 角 石 の み で ある 。 (以上 の こと 
は , あく まで る も 関東 山地 東部 で の こと で あつ て , 同じ 三波 川 変 成 地域 の 他 地 域 に も その ま 
ゝ 通用 する か どう か わか ら な い )。 

4. パン ペリ ー 万 の 首 状 


上 記 の よう な 分 布 を な す パ ン ペ リー 石 は , ひか くく 的 mafic Me, 凝灰岩 又は 交 緑 岩 
まれ に は 斑 炉 岩 源 の 緑色 片岩 叉 は 準 片 娠 の 中 に ある 。 いわ ゆる 球 質 緑色 片岩 や 砂岩 及び 賀 
岩 源 の 変成 岸 に は み ら れ な い 。 ま れ に は 脈 状 を な すこ と が ある が , 3.05 12BBA, BA 
AERA (但し b=Z), RIEA-FIT1) ASS - PRA: BREAK, Mae 
岩 そ の も ゃ の の 主要 な 構成 鉱物 と な な つて いる 。 これ ら の 鉄 物 と は 安定 に 共存 する らし い 。 パ 
ン ペ リー 石 を ふく む 岩 石 に は , も と の 灯 山 物質 の の こり で あろ うと 思わ れる 普通 婚 石 , 福 
色 ~ 淡 礼 緑色 角 関 石 , ガラ ス 質 物質 な ど が の こつ て いる こと が ある 。 パン ペリ ー 石 分 布地 
域 の 変成 度 は , 変成 相 で 表現 する と 緑色 片岩 相 な いし 藍 隊 石 片 岩 相 に 当る (お そら くそ の 
中 間 ) も の で あろ うと 思わ れる 。 こ エビ ドーー ト 及び ロー ソン 石 と パン ペリ ー 石 と の 園 係 に 
つい て は の ち に の べ る 。 


5. KYNAY—BODM4VER 
産 状 の 項 で の べた よう な 種々 の 産 状 の パン ペリ ー 石 の 中 , 脈 状 を な し , UD Hew 
の すく な いも の 2 つ を えら ん だ 。 重 液 と isodynamic 分 離 機 と に よ つ て , 純粋 に 近い 
パン ペリ ー 石 を 得る こと が で きた 。 これら 2 つの パン ペリ ー 石 の 採集 地点 は 第 1 MR 
SNTCWSo 
1) 光学 的 性質 第 1 Bik, これ ら 2 つの パン ペリ ー 石 の 光学 的 講 性 賀 を 示し た 。 
CORD At BUS 1 図 及 び 第 2 表 か それ ら に それ ぞ れ 対応 する 。 


lB パン ペリ ー 石 の 光学 的 性 質 
(A) | (B) 
a@ 1.684 + 0.002 1.680 = 0.002 
B 1.690 + 0.002 1.684 + 0.002 
MY 1.700 + 0.002 1.694 + 0.002 
Y= 0.016 0.014 
(+)2V 50.5° 38° 
GING le 7~8° 
ae | x pale yellowish green colourless 
$8 ( ¥ green pale yellowish green 
al 4 pale yellowish green colourless 
Dispersion p< p<v 


(A) 埼玉 県 秩父 郡 槻 川村 和 知 場 , (B) HERKQMBRN ZS 


2) 化学 組成 第 2 表 は A 及 B 両 ペン ペリ ー 石 の 化学 組成 及び 原子 比 を 示す 。 rs 
Fike (OH) =3, O=23 } LcaB ane 
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第 2 表 パン ペリ ー 石 の 化学 組成 及び 原子 比 (C sit L SM 
パン ペリ ー 石 の 化学 組成 と 原子 比 (BF, 1936)) 


A B € 
SiO, 37.99 38.09 37.53 
TiO; n.d. n.d 0.14 
Al,O3 24.89 23.53 25.39 
Fe,O, 3.86 3.20 1.74 
FeO 2.29 1.18 2.95 
MnO 0.42 0.50 0.13 
MgO 1.54 3.58 2.65 
CaO 21.72 22.96 22.56 
Na,O 0.67 0.48 0.58 
20 0.20 0.11 nil 

H,0+ 6.64 6.56 6.37 
H,O= 0.37 0.21 0.09 
Total 100.49 100.40 100.13 

Si 6.09 6.16 6.00 
Al 4.70 4.48 4.78 

Re 0:47} S17 0.39} 4.87 0:21 5.01 
Ti — = 0.02 

Hes 0.31 0.15 0.39 

Mn 0.06} 0.74 0.06} 1.07 0-02} 1.04 
Mg 0.37 0.86 0.63 

Ca 3.73 3.97 3.85 

Na 0:20} 3.97 0-14} 4.13 0:18) 4.04 
K 0.04 0.02 — 

O 23 23 23 
OH 3 3 
H,O 2.05 2.04 1.94 


両 パ ペン ペリ ー 石 の 化学 式 は 次 の 通り で ある : 

A : (Ca3.2g Nao.20 Koos) (Ala.zo Fe’’9.47) (Fe’’o.31 MNo.c6 M80.37) Se.09 
O,, (OH), -2.05 H,O 

B: (Cag 97 Nag.14 Ko.o2) (Alu.as Fe’’’0.99) (Fe’’0.15 Mo.06 MBo.86) Se.16 
OR (OH), - 2.04 H,O 

A, B 共に ペン ペリ ー 石 の 理想 式 !) Ca, (Al, Fe’’’), (Fe’’, Mn, Mg) Sig O,, (OH), 
・2H,O に ほぼ 一 致す る 。 

3) X- 線 解析 値 及び 格子 便数 ペン ペリ ー 石 の X- 線 デー タ は , Philips ガイ ガー 計 
es X-48 diffractometer (Cu-Ke) を 用 いて えら れ た 。 20 で 13 Bt 60° LOR 
で , 次 の 格子 恒 数 を も と に し て 48 の ビー ク 指 激 が つけ ら た (第 3 表 )。 

a=8.83A, b=5.91A, c=19.14A, 6=97.6° 

Coombs は Al を 置換 する Fe’ が 多く な る と と も に 格子 スペ マー シン グ が 僅か に 大 
きく な る と を 認 の で どる 8 か 7 この 論文 で 扱い で いる 2 つの ポン ペリー 右 AB 
の X 線 デ ー タ に は ほとん ど 差 が な い の で , 両者 の 聞 の 格子 蛋 数 の 差 は 明らか に な ら な か 


1) Coombs, D.C. : Min. Mag., 30, 113~135, 1953. 
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Dizo 
第 3 表 の デー タ は A, の 対象 と よく 一 致す る 。 格 子 恒 数 は , Coombs に ょ つて 与え ら 
NO 


第 3 表 関東 山地 東部 の パン ペリ ー 石 の X 線 解 析 値 (Cu-Ke) 


hkl d(A) Int. Ed 7s) Int. hkl d(A) Int. 

102 6.9 8 * 022 2231 10) 118 

* 102 6.1 10 * 206 2.74 30 * 402 } 2.076 15 

* 004 4,74 15 = 302 2.69 5 "IZ | 

* 111 4.65 25 ©@©* 3AI 2.64 30 ma 25003810. 

* 104 4,41 8 310 PCV AKI SoS 5} 1.920 5 

* 200 4.37 15 * 024 Deo 0) 0.0.10 } 

* 902 4.19 5 220 } 404 1.895. “10 
113 4.01 5 SID 119 1.886 5 

* 104 3.95 5 sa Is li7) 2.449 35 * 028 1.849 10 

* 202 221 SR WIA 1.734 15 
005 } 3.79 35 025 E029 1.726) eek 
114 3.54 15 の 22 | 2.328 15 “* 406 } 

* 904 3.45 5 ee Ole 2.284 10 I AOD. i 1.698 10 
006 3.16 5 224 2.244 5 ml ips aad at 

©* 116 | * 908 = 2.0.10 | eg 

* 106 $510.9 65 125 | 2.209 15 318. - 15 

* 204 3.02 10 * 402 425 

* 020 2.94 28 400 } 2.189 15 <2 IE 1.636 “35 
021 2.92 20 314 2.184 19 * 49 

* 300 | * 028 2.158 10 0.2.10 } 15595 a5 

Pas E224 2.113 15 * 0.0.12 1,582 15 

F302 ) 2.89 100 * 404 2.096 15 bp era 0) 1.554 


* | Coombs (1953) に よ つ て 指数 を つけ られ た る もの, > Coorabs (1953) に 
ょ よ ょ つ て ピー ク の 存在 は 示さ れ た が 未だ 指 泊 を つけ られ な か つた も の , © : Coombs 
(SES で lS 計れ た る の OR Coombs (1958) RIES 
され た る も る の), } 

(ZN 6b OFFS a=—8.83A, b=5.914, c=19.14A, B=97.6° で し て つけ られ 
72% OCHS) 


4) 44H CRE ORR 前 に の べた よう に , ペン ペリ ー 石 の 化学 組成 は Ca。 
R, R’ Si, O,, (OH), - 2H,O (R=Ti, Al, Fe’’”, R’=Mn, Fe’, Mg) で 款 され うる 。 
RYAY—-BCO4 Hv ela Al-Fe’’’-Ti と Mn-Fe-Mg と の 2 種類 ある 。 そ の 中 , 
Ti と Mn は きわ め て すく な い 。 今 ま で 発表 され た パン ペリ ー 石 の 分 析 結 果 の 中 , 信頼 
で きる も の 4 つ (Coombs, 1953) と , この 論文 に 示さ れ た も の 20%, Ca, Al, MgSi, 
O。。 (OH), - 2H,O-Ca, Al; Fe’’ Si, O23 (OH), - 2H,O-Ca, Fe,’’” Mg Si, O,, (OH) 3 
- 2H,O-Ca, Fe’’’, Fe’” Si, O5, (OH),- 2H,O © 4 HOmIcBe +e we 2 図 の よう 
に な る oFe“/Mg tx 15/85 £Y 55/45 |G, Fe’’’/Al 140 EY 10/90 HreEGH 
Do 

これ ら の イオ ン 置 換 の 状態 と 屈折 率 (8) と の 関係 を し ら べ る と , 第 3 MOLI 
So ils, B=1.67-1.70 の 穫 囲 で は R’ に お ける Fe”/Mg や , Mn OR LIBR 
BML TELA CREAM SNA LAL, 太 に お ける Al-Fe'”’ 置換 は 屈折 
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第 2 図 パン ペリ ー 石 の 化学 組成 


CoaAlsFe' Si gOas (0H),-2H20 CaaFe's Fe’SigQz3 (OH)5-2H20 


Fe 


Coils Mg SioOn(O0N)s°2Ha0 AlesFe" CaaFesMgSieO0zs(OM);*2tHaO 


1&2 : California, (Irving, Vonsen, and Gonyer, 1932), 3: BRA 
根 (Tsuboi, 1936), 4 : Michigan (Palache and Vassar, 1925), A 
と B: 本 論 


第 3 図 パン ペリ ー 石 に お ける イオ ン 者 換 と 屈折 率 と の 関係 。 (A 及び B は 第 1 
BZ, 第 2 表 に それ ぞ れ 対応 , 1-4 は 第 2 図 の 設 明 参照 ) (サン プル 記号 の あぁ と の 
カツ コ 内 の 数 字 は Unit cell 中 の Mn の 数 を 示す 。 ) 


8 000 01a awe 
ats int Fe/Al (atomic ratio) 
率 B に 対し て 割合 と ょ よい 関連 性 を 示し て いて Fe’? が 多い ほど B は 高く な る 。 
6. パン ペリ ー 万 と エピ ドー ト 及 び ロ ー ソ ン 大 と の 関係 
RYAV-G, エピ ドー ト , 及び ロー ソン 石 は , 含ま れる 水 の 量 を 除い て は 互 に 類似 し 
た 化学 組成 を も つ 鉱 物 で ある 。 従 つ て これ ら の 三 録 物 問 の 安定 関係 は 多く の 人 々 に よ ょ っ つて 
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注目 SIG See 

1) パン ペリ ー 万 と ロー ソン 互 と の 関係 : 関東 山地 東部 の ロー ソン 石 と その 分 布 に つ 
いて は 既に 報告 し た ( 関 , 1957 a 及び b)。 ロー ソン 石 を 含む 岩石 に は , し ぽ ば し ぽ パ ペン 
ペリ ー 石 も 認め られ る 。 し か し California HW THE SNK LI AMAMOMM Bae 
AW RMR SBS, どちら が 安定 で ある か 判定 に くる し む 場 合 が 多い が , 
次 の よう な 注目 すべ き 事 実る も る ある 。 

a) SPROBBESTZ0-vy apes (Y=b), 緑 泥 石 と 共に あり , それ ら 
の 中 に 非常 に 不 規 則 な 形 の 残 晶 と 思わ れる エビ ドー ト が 見 られ る 岩石 が ある 時 に は , 必 ら 
ず , エビ ドー ト を と りか こん で 徴 細 な パン ペリ ー 石 の 集合 が み ら れ る 。 SLT エビ ドー 
ト っ ローソン 大 と いう 過程 で は , パン ペリ ー 石 が 生じ , エビ ドー ト と ロー ソン 石 と は 直接 
接し な い 。 

b) ロー ソン 石 一 藍 関 石 一 緑 泥 石 片 岸 は, しぼ ば し ば パン ペリ ー 石 脈 に 紀 か れ , GRO 
辺 部 で は , ロー ソン 石 は パン ペリ ー 石 に よ つ て 交代 され て いる こと が ある 。 CODES GA 
は , California?), 神居 古澤 3 より 報告 され た こと が ある 。 

2) パン ペリ ー 万 と エピ ドー ト と の 関係 : パン ペリ ー 石 を も つた 岩石 に は , エビ ドー 
トド の みみ られ な いこ と が 多い 。 パン ペリ ーー 石 を も つた 央 大 の 中 の エピ ビ ド ご は LAL 
IER ICHRMRIAIBE LOT, M ZOLIRLE FOREST RBEWOCRY A 
リー 石 脈 が で き て いた り , 片 理 に 平行 な ゲー ル の 中 に パン ペリ ー 石 (RA RIERA) O 
集合 が み ら れ た りす る 。 ま れ に は , HELTAYAV-A, 草 長 石 及び 緑 泥 石 よ り 成 り そ 
ONE BOR MS DORE BORK, エピ ドー ト ・ 石 英 ・ 下 長 石 脈 が 網目 状 に 走 つ 
て いる こと が ある 2。 R-ORDLIARGRRS: RYAV-E- REA: SRA A 
英 そ れ に わずか の エビ ドー トト の 大 つた 層 と 主として エビ ドー トト 「 緑 老 石 まり 成り それ に 
曹長 石 と 石英 の まじ つた 層 と が lem 位 の ぁ あつ さ の 証 層 を な す 場 合 で ある 。 こ の 時 の ェ エピ 
ドー ト と パン ペリ ー 石 と の 間 に は , 片方 が 交 定 で 他方 が 不安 定 と いう よう な 関係 は な いよ 
う で ある 。 

Quitzow*) (1936) が ドイ ツ の Braunau か ら 報 告 し た よう な パン ペリ ー 石 と エビ ド 
ー ト と の 間 の 平行 連 品 は , 関東 山地 東部 で は 今 ま で の 所 見 出さ れ て いな い 。 

7. 関東 山地 東部 の , エピ ドー ト , パン ペリ ー 戸 及び ロー ソン 声 の 分 布 

この 論文 及び 前 に 報告 し た ロー ソン 石 の 分 布 9 か ら 次 の よう な こと が わか る 。 

(1) パン ペリ ー 石 は , 結晶 片岩 層 の 無 点 紋 部 と 点 絞 部 と の ほな 境 あ た り よ り , Bary 
に 上 部 , 不変 成 古 生 層 に 近い 部 分 まで の 問 に 分 布 す る 。 

(2) ロー ソン 石 は , パン ペリ ー 石 の 分 布 す る 層 準 の 中 間 部 に 一 つの ロー ソン 石 帯 を つ 


1) Brothers, R. N. : Am. Jour. Sci., 252, 614~626, 1954. 
Coombs, D. S. : Min. Mag., 30, 118~135; 1953, 
Irving, J., Vonsen, M., and Gonyer, F. A. : Am. Min. 17, 338~ 
342, 1932 

2) Irving, J., Vonsen, M. and Gonyer, F.A. : ajHt (1932) 

3) 鈴木 FE : Bek, 20, 251~261, 1938. 

4) Quitzow, H.W. : Zentral. Min. Abt. A, 39~46, 1936. 

5) 関 陽太 郎 : 前 出 (1957) 
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(3) エビ ドー ト は , 点 紋 部 及び それ より 上 位 の 層 準 に か け て ひろ くさく 分 布 す る 。 点 紋 部 
に は , 含水 Ca-Al- 東 酸 才 鉄 物 と し て は エビ ドー ト 族 きり な い 。 

この 関東 山地 東部 の , 特に 無 点 紋 部 以上 の 層 準 の 変成 岸 は 一 般 に 再 結 品 作用 が すゝ ん で 
BOT, 人 与え られ た 物理 化学 的 条件 の 下 で の 平衡 が 十分 達せ られ た か どう か な かな 左 わし い 。 又 
物理 条件 (圧力 , 温度 及び 水蒸気 圧 ) も この 地域 で は , きれ いな isograde を つく る よう 
に 増進 的 に ゆき わた つた か どう か きわ め て うた が わし い , 後退 的 な 過程 る し ば し ば あぁ つた 
と 思わ れる 。 HOT, 近接 し た 地点 で も 達せ られ た 物理 条 件 は 同じ で ぁ つ た か どう か 蜂 問 
で ある し , M, 増進 的 に 達せ られ た 条件 の 下 で で きた 鉱 物 と 後退 的 な 過程 で の 鉄 物 と の 区 
別 も 一 ラー つの 場合 に つい て 吟味 決定 する の は は な は だ む づ か し い 。o 

RL, LEFA—b, 8YRYV-GRUU-VYVY RL, KORG CH, Al Fey 
る Fe" の 量 及 び 有 無 及 び (Fe’’, Mn, Mg) の 存 得 な どの 点 で 僅か の 化学 組成 の 差 が 
ある 。 これ ら の 化学 成分 上 の 差 も それ ら の 鉄 物 が 品 出 する か どう か を 決定 する 要因 の 一 つ 
ECE 

この よう な 物理 的 条件 の むら , 平衡 が 十分 < ゆき わた ら な か つた こと , 後退 変成 作用 及 
び 三 鉄 物 導 の 化学 組成 上 の 差 な どの 可能 な こと が ら に よ つ て , 前 に の べた よう な , KYA 
リー 大 と デビ ドー ド を 含む 部 分 の 坪 層 や ゃ ペン ペリ 一 石 の 分 布 す る 地域 と 正三 ウツ ジマ 右 の 分 
布 す る 地域 と に エビ ドー ト が 安定 に み ら れ た りす る の で あろ 30 

由 に の べた よう な こと が ある に せよ (1) (2) 及び (3) で まとめ られ た 事実 は 注目 す 
べき で ある 。 これ ら の こと が どの よう な 意味 を も つか と いう こと は 関 に よ つ て 追 つ て 発表 
され る 。 “エピ ドー ト ・ パ ペン ペリ ー 石 ・ ロ ー ソ ン 石 の 安定 関係 ” 及び “関東 山地 東部 の 変 
成 岩 の 帯状 区 分 ” と いう 論文 の 中 で の べら れる で あろ 3 う 。 
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( 附 ) 結晶 図 の 正確 ・ 簡 単 な 作成 法 


On realgar from Arafune Mine, Gunma Prefecture. 


Supplement—-A new method for drawing crystal figures 


高 & # ft (Kotoyo Takano)** 
高野 =2 #e (Yukio Takano)*** 
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山 が 知ら れ て お り , LOMMOMEBBLOW TL, か つて 原田 準 平 ) に より 本 誌 に 報告 
され , さら に その 後 小 川 雨 田 雄 3) に より 宮城 県 文字 村 産 の も の と と も に 詳細 に 報告 さ 
SG 
その 後 この 地域 の 開発 が 進む に つれ て , この 鶏冠 石 は 西 の 艇 鉄山 に 限ら ず , その 南 の 
方 , 荒 船 山 ・ 島 帽子 岳 等 を 越え て 遠く 埼玉 県 境 近 くに 至る まで , 安山岩 等 の 中 に 塊状 ・ 脈 
状 ま た は 結晶 を な し て , 処 々 に 淫 在 する こと が 判 つ た 。 特 に 第 1 図 に 示さ れる 葉 船 山頂 
の 東方 に 延び る 尾根 の 北側 約 1.8 
第 1 図 SOME km の 山 項 下 300m iz 1,100m 
に ある 荒 船 鉱山 より PEWS HD Mes 
BOE MEE 3~5mm に 及ぶ 
も の が あり , 多数 の 良 呈 が 見 出さ 
れ た 。 筆者 等 の 中 , FRY) は 数 年 
来 よ り 此 の 地域 の 地質 研究 を 行 つ 
CORD, KEKE HURRY 
筆者 の 他 の 一 名 と と る に HOB 
に お も る も むき, これ ら の MERE 
する 機会 を 得 た の で , この Sync 
つい て 測定 し 得 た 結果 と LICE 
HIRES So Eh COREHO 
結晶 図 に 関 了 渉 し て 正規 の 位置 の 結 品 図 の 正確 ・ 簡 単 な 作 成 法 に つい て 触れ た いと 思う 。 
2. = 
この 地域 に は ROVE - BUKPRR RU 安山岩 質 類 岩 ・ 岩 脈 よ り HA SARIS 
が 広く 分 布 し , その 上 位 に や ゝ 四 石 質 の 北 灰 岩 ・ 北 灰 質 砂岩 また は 頁岩 ・ 塊 状 妖 岩 等 より 
な る 中 岩層 が これ を 不 整 合 に 被 い その 上 を 荒 船山 ・ 神 津 艇 場 一 帯 に 分 布 す る 複 煙 石 安 山 
岩 か 被 つ て いる 。 本 和 宿 層 は 走向 ほ ゞ 北 々 西 な いし 西北 西 で , 全体 と し て 北側 に ゆる く 傾 代 
し て お り 化 石 を 産 し な い が , 伊藤 は 第 三 紀 中 新 統 中 上 部 と 推察 し て いる 。 荒 船 鉄山 
DR CLAS fe CHS SB a RO ERG RL A OD Fy FASS LC, この 中 に 小 規 
RETO - TGA FAZER DOONAN, MOWED ABORIUS $rIAMRUEOBL 
WIPES S% OCH So OACGAIUPED ASME d 7 FEEL CHES SAS, FEAGALU Cla 
COIR OEEGH NC FFRLOBER RYH STO LS 点々 と ARABOC FEENEKLT 
PEF So FED TCH OFF BPO CW AD CHARA E ZT LORBwOT, 測 角 な ど 
の 目的 に は 都合 が よい が , GREED BV & PHOAIVCIE LL CRED NCER CHS EREMLOTE 
は 整 つ て いる が , 風化 作用 に よ ょ つて 面 の 光沢 を 失 つ た も の が 多く , 西 の 艇 産 の 新鮮 な も の 
に 見 られ る よう な 強い 光沢 を も つた も の は ほとんど 認 め ら れ な か つた た 。 


ba 


1) 原田 準 平 : Gk, 8, 172~174, 1932. 

2) NINAYEARE : 上 日本 鉱物 資料 , 続 2, 6~10, 1937. 
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3. 2 fe tt FF 
HOA SK LL PEST AO fda e BAI LC Norelco デイ フラ クト メー ター に ょ より X MH 
ABHRERD?o FATIT +} 2% —F¥-—OM BR, WS Cu (フィ ルター な し ), 
電圧 35KV, 電流 15mA で , Scale factor, 8; Multiplier, 1; Time constant 4 fb; 
Divergent silt, 1°; Receiving slit, 0.006 4 »F; Scatter slit, 1°; Scanning spe- 
ed, 毎秒 2° ("60) CBSZo EXKWHRMAL L CHOMEORAOH, 結晶 の 集 り で ある 
粗 鉄 と 塊状 の も の の 多い 粉 鉄 と と を それぞれ 粉末 に し て 同じ 条件 で 記録 させ た 。 この 結果 を 
第 1 表 に 示す 。 第 | 表 の 最後 の 列 に は 参考 数 値 と し て A.S.T.M. カー ド 所 載 の も の を 
挙げ た が , これ は 粉末 写真 法 に よる も の で 精度 が 低く , 同 カ ー ド に は まだ 本 鈴 物 に 関す る 
ディ フラ クト メー ター に よる 数 値 は 挙げ られ て いな い 。 こ の 結果 , FHAGIUPEWTGO X 
PETA NEFEOWTFHNOMMKE VOL, と くに 西 の 艇 産 の 粗 久 の 廻 折 像 に 酷似 す 
る こと が 判 つ た 。 ま た 村岡 久志 氏 の 御 協 力 を 得 て 分 光 分 析 を , 途中 試料 を 補給 し な が ら 了 断 
BMH LOG ORL IA, ERGO As の 外 に 微量 成分 と し て , Si・Fe・Mg 及び 
Sb が 少量 と , ご く 微 量 の Ca・Mn・Al 及び Cu の 存在 が 認め られ た 。 この 中 Sb 以外 
は , 脈 石 に 由来 する も の が 多い と 思わ れる が , Sb は 千 分 台 の 数 値 で 西 の 艇 産 の も の より 
は 少 い と 認め られ る 。 な お 分 光 分 析 に 用 いた 装置 は 島津 QF 60 型 で 使用 条件 は スリ ツ 
ト の 開き , 5/1000mm; 電極 , KARNES 2mm, 断続 比 1:6; 断続 週 期 , 毎 分 
60 回 ; HARM, 富 証 ブロ セス ; WH FD 31 (20°C, 345) で ぁ つ た 。 
4° BY BOR 

Wels GALL BED Fars Bc OU CBA RHE Bas & AW CHAE IO LoS, 大 部 分 の 結 
唱 は 短 柱状 で , 西 の 牧 ・ 文 字 産 の も の と 類似 し た 品 癖 で ある が , 他方 少量 で は ある が b 面 
の 非常 に 発達 し た 板 状 の 結 品 が 認め らち られ た 。 こ れ ら の 測 角 値 を 第 2 Hic, また その ステ 
レオ 投影 図 を 第 2 図 に 示し た 。 指数 は その 単位 胞 か ら Buerger が 求め た 軸 率 に よ つ た 
が , 西 の 艇 産 の も の な ど と の 比較 の 便宜 ; 


の た めい に 旧い 指数 も 合せ て 示し た 。 この 第 2 図 荒 船 鉱山 産 鶏 完 右 
中 , 板 状 の も の に は 従来 西 の 牧 ・ 文 字 の の ステ レオ 投影 


両者 に 存在 し な か つた $5(150) ・ H: (31 
0) 及び Palache に も 未 記載 の (31 
1) の 諸 面 が 認め られ , また 西牧 産 に 
WD THN te (011) ・@ (111) が か 
70 BACHE L CO SZOUM, FE CH 
ぜ ら れ た 本 邦 産 の MEA LBRO So 
な お 第 2 表 に 挙げ た 諸 面 の 外 に , 柱状 の Z) Ge ened 7 
結 品 に は Fk (031) - W (051) - (211) & Le 5 

び y(131) が , また 板 状 の 結晶 に は W Oe 
(160) - J (373) 及び (180) が 認め られ 
る も の が あつ た が , “NOO#HVS Ye 
れる も 極め て 小さ い 上 に 反射 が 不良 な の si0) 
で , 面 の 確認 を 断言 出来 な い の で , 第 2 

表 に は 省略 し た 。 ま た 西 の 牧 産 の も の な ど に 見 られ る A(34C) - v(13C) - (470) - &(350) 
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第 1 表 BEAD X MHAMITK 


—_— 


荒 船 鉄山 西 の 艇 舗 山 粗 鍼 | FRORBKIBSK | Corsica A.S.T.M. 

No d I d J d TNE ag! I 

1 7.48 2 7.54 4 7.53 5 = — 

2 6.79 3 6.81 6 6.81 8 = a 

3 6.39 4 6.39 2 6.36 10 = = 

4 6.09 50 6.08 42 6.05 50 6.0 48 

5 5.79 42 5.78 48 5.75 50 5.7 32 
6 ean as 5.53 56 5.53 50 = — 
7 5.47 97 5.47 100 5.44 100 5.4 100 
8 3 = 5.15 4 5.16 2 — 
9 4.69 13 4.66 14 4.64 8 = == 
10 4.55 3 4.52 6 4.50 8 es = 
11 4.28 12 4,27 6 4.27 8 4.3 16 
12 4.11 23 4.08 20 4.07 20 — — 
13 3.770 13 3.795 6 3.786 8 = = 
14 3.754 3 3.751 10 3.729 12 = — 
15 3.645 15 3.699 8 3.678 8 22 = 
18 3.627 6 3.630 8 3.619 12 3.65 8 
17 3.545 22 3.525 22 3.515 15 — 
18 3.273 23 3.243 18 3.238 30 oes = 
19 3.188 100 3.191 96 3.179 95 3.18 80 
20 3.064 63 5.062 | 38 3.052 38 = = 
21 2.99% 50 2.998 36 2.988 42 3.05 16 
22 2.945 75 2.966 44 2.957 32 2.94 64 
23 = He 2.930 36 2.925 57 a — 
24 2.879 15 2.870 4 2.861 15 ok. -— 
25 2.783 18 2.793 14 2.783 24 2s — 
26 2.735 70 2.746 58 2.729 60 2.92 48 
27 2.710 24 2.704 18 2.697 24 a — 
28 _ ae 2.664 10 2.655 12 = — 
29 2.605 30 2.600 24 2.600 30 2.60 16 
30 2.524 20 2.525 14 2.515 18 cr — 
31 2.491 25 2.494 20 2.495 18 2.49 32 
32 2.444 15 2.443 10 2.479 25 ee — 
33 = ae = = 2.429 12 2 — 
34 2.411 12 2.408 12 2.400 12 = — 
35 2.367 10 2.366 12 2.357 8 £5 — 
36 = va 2.305 6 2.294 12 = — 
37 2.267 15 2.266 18 2.266 20 2.24 16 
38 2.240 15 2.239 16 2.237 20 — 
39 2.197 24 2.2.03 22 2.198 23 =e = 
40 = = 2.169 12 SF e270 12 2.18 16 
41 2.133 20 2.136 20 2.128 28 2.12 24 
42 2.072 7 2.059 10 2.070 8 2.04 8 
43 2.018 10 = = 2.014 15 _ ae 
44 1.992 7 = = 1.919 12 1.98 8 
45 1.861 32 1.860 46 1.859 32 1.92 8 
46 1.819 24 1.821 10 1.819 20 1.85 32 
47 1.802 18 1.806 12 = me 1.79 8 
48 1.794 6 1.795 8 1.796 21 os — 
49 1.783 13 — = 1.785 8 = = 
50 1.767 10 1.767 6 ee MiG = ae 
51 1.732 8 1,732 10 =~ eG ‘er on 
52 1.706 15 1.709 12 = = 17 8 
53 ae pa 1.697 10 1.696 18 Ee こき 

ns 
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54 1.681 23 1.681 18 1.679 18 — — 
55 1.668 5 1.667 10 1.667 20 1.67 32 
56 1.635 13 1.638 10 1.637 18 1.62 8 
57 1.626 10 1.623 8 1.622 12 1.57 8 
58 1.517 8 1.513 6 1.511 15 1.50 16 
59 1.510 8 1.503 8 == = = = 


- @ (230) - g(121) - F(041) 及び (012) な どの 諸 面 は 本 地域 産 の も の に は 認め る こと 
が 出来 な か つた 。 な お , 小川 に より 西 の 艇 産 で 報 ぜ られ な た 旧 指数 の X(14-8-19) & (2 
7-3-13) (AHO @(111) RU きき (311) と 中 心 対称 の 関係 に ある が その 値 が か な り 近 似 
し て いる 。 こう いつ な た 性 格 の 諸 面 が 認め られ る の が 本 邦 産 の 競 冠 石 に 共通 な 特徴 と る 考え 
られ る の で , 他 産 地 の 本 伏 物 を も 当ら れ た ら 面 白い と 思う 。 

5. 8 #£ BO 8 & 図 

Wark AO Se eaRHO LY Blk Goldschmidt!) と Dana®) ECIBOT?M, その 
%& Buerger?) に よ ょ つて 裕章 群 及び 単位 胞 が 測定 され , FR RR eK? CLOSE 
構造 が 決定 され た の で , さら に 構造 に より 要求 され る 値 に 改め な く て は な ら な いこ と に な 
), Palache? 等 に より 新 ら し い 軸 率 が 控 用 され る よう に な つた 。 従 つ て 今 ま で と くに 
本 邦 産 の 紗 冠 右 の 結晶 図 が 単 斜 唱 系 と し て 後ろ 向き の 感 の 深 か つ た の が , HEKCRAT 
る こと に より 底面 こそ 欠く けれ どる も 自然 の 観 方 に よみ が える こと が 出来 た 訳 で ある 。 RE 
石 の 新 軸 率 へ の 変換 式 は Dana-Buerger は (10T) /(020) /(001), また Goldschmidt- 
Buerger は (101)/(010)/(001) で ぁ る 。 

第 3 BTM BO RTA E 第 3 図 FEASKIRESTETG (ARR, Bar) 


柱状 と 板 状 の 両者 に つい て 結 品 図 を 作 A 

成 し た 。 作図 は 以下 に 述べ る 作図 法 に ンー 
kn, 念 の た め Parker の 方 法 で 計 

算 し た 値 で 確か め た 。 | 


6. 商 単 正確 な 結晶 図 の 作成 法 

RB 結 品 図 を 画 く た め に は , 種々 
の 投影 法 が 可能 で ある が , Hii O RA 
学 的 な 性 質 を 最も 直観 的 に 1 つの 図 に 
BATSDOK, 古く か ら 直 射 投影 潜 
が 一 般 に 控 用 され , 長い 間 の 数 多く の 
研究 者 の 経験 を 経て , 結 品 を や > 右上 
の 方 向 即 も 0) =6°23', p= 18°26’ の 


1) Goldsekmidk G. : Kristallographische Winkeltabellen, 292~293, 1897. 

2) Goldschmidt, G. : Zeit. Krist. 39, 113.121, 1904. 

3), Dane; ES > The System of Mineralogy, 6th ed., 33~35, 1915. 

4) Buerger, M.J. : Am. Miner. 21, 36~43, 1935. 

D) to, ey, Morimoto, N., Sadanaga, R. : Acta Cryst. 5, 778~782, 1952. 

6) Palache, C., Berman, H., Frondel, C.: Dana’s System of Mineralogy, 
7th ed., 1, 255~258, 1944. 
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第 2 表 HK 船 MK WH SH 


EE EE 


% 船 eR WwW HE RK) sc lCUt CK 
Face Ss) G p Q n § G p 
b(010) M~S A~C 89° 55’ (Os bh Ke 3 VL A~B 89° 54’ 
5 (150) * = = = — 0 S D 90° 03’ 
1 (120) L~M A 90°11’ 37° 08’ 8 M A | 90°09’ 
m (110) Lr~M | A~C 90°13’ 56° 26” 7 M (C 89° 49” 
i (210) * = — — = 01M~S BD 89° 477 
Fin(310) a ae LS Cees D 89° 46’ 
a (100) = — = = 0 M A 89° 52” 
x (101) SM D 23°53’ —90°14/ 3 — = = 
¥ (111) VS E 33°10’ — 41°33’ 1 — = = 
n(011) vs E PPI! 312107 1| MAS (C 29°24" 
E (032) == — = = 0 S E 38° 28’ 
1(021) a= = = = 0 S E 45° 38/ 
z (101) WS E 45° 43/ 90°15’ 1 に = es _ 
d(111) M D 48°44’... 64°26’ |. 3] m= cal aes 
= (311) * sb (Seo — | 0 S DN 4692357 


(a b:c = 0.6879 : 1: 0.4858; 8 106°32’ TB Tr eT 人 の 
求め た 。 また wee 印 の 値 は Palache に 記載 され て は いる が その 値 が 間 違 つ て 


FLD b PD THOMEH( OMGHNL AN, これ を “ 正 視 の 位置 " と 称し て 特別 の 
理由 の あぁ る 時 以外 は これ に 従う の が 国際 的 な 約束 と され て 来 た 。 そし て この 約束 に か な う 
結晶 図 の 作成 法 は 種々 ある が , 大 部 分 の も の は 簡便 で な か つた り , 不正 確 で あつ た り , ま 
た 作図 法 が 複雑 過ぎ た りす る 1!) ので, 現在 で は R.L. Parker?) OHIBL RAK?) の 
み が 広 く 採 用 され て いる 。 この 方 法 は 後 承知 の 通り 結晶 の 3 HO V,, Vy を 求め , こ 
の 値 を 基 に し た 2 つの 方 程 式 に , 面 の 交 線 を 示す それ ぞ れ の 品 帯 の 指数 を 代入 し て 両方 
程 式 の 値 の 問 の 正 接 か ら , 面 の 交 線 の 方 向 を あら わす 角 $ を 導く の で ある 。 この 方 法 は 
比較 的 簡単 と され て いる が それ で る も 各 唱 系 ご と に Ve, Vy を 求め る 式 が 異 り , と くに 三 
倖 ・ 単 斜 及び 六方 卓 系 で は この 式 が か な りり 複雑 で あり , さら に 一 本 一 本 の 策 ご と に 2 つ 
ずつ の 方 程 式 の 値 を 求め , その 正 接 の 角度 を 求め る の に 要する 時 間 と 労力 は , 結晶 形態 の 
記載 の み を 最終 貞 的 と し て いた 当時 な ら と も か さく, 現今 の と よう に その 他 に 結晶 構造 解析 の 
TOD BABAAEBATOSEIMAOCRRRRKK BRL ERSOIW BOT 
あぁ る 。 BHSUIOSMCAVCBAT SACS TSE SHE CORDY, その 大 き な 理 由 の 一 つ に 


1) Niggli, P. : Lehrbuch der Mineralogie, 1, 235~241, 1924. 
2) Parker, R.L. : Kristallzeichnen, 44~55, 1929. 

3) 片山 信夫 : 地質 , 40, 649-654, 1933. 

4) 伊藤 真 市 : 日 本 録 物資 料 , 続 1) 1~17, 1935. 
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mA の 測 ff 


( 板 状 ) WO re SK IL i a {EB IE 指 数 

% n p Pp nv p Pp dee Kar 
— 0°02’ | 4| 89°54’ 0°04’ | 9| 90°00" 0°00’ b(010) | b (010) 
$G2ABE le Dh nee = 0| » 16°13 1/2/**| (150) | 5(250) 
BF SI ae SIZES! ING) eas: 37°10" m (120) | m (110) 
56°18’ | 2} 90°08’ 56°29 [14], 56° 36’ 1(110) | 1(210) 
71°41" | 5| 90°04" = 71°47" | 4), 71° 45/ i (210) | i (410) 
T7184 oS) a = | es 77°05’ ** | x(310) | x (610) 
89°54’ |3 90/03’ 89°58’ | 2, 90° 00/ a(100) | a (100) 

= 0| 23°52’ —89°55’ | 5 23°441/2’ —90°007 c(001) | c(001) 

_ 0| 33°22” —41°58’ | 4| 33°141/2’ 42°09’ r(011) | 1 (012) 
31°14’ | 4} 29°39’ 31°36’ |10| 29°39 31°25 1/2’| n(111) | n(212) 
21°56’ | 1| 38°13’ 22°06" | 2 38°12” 22°09 1/2’| E (232) | E (434) 
16°14” | 1) 45°31’ 17°10" | 7| 45°97" 16°59 1/2’| 1(121) | 1 (111) 

= 0| 45°59’ 90°03’ | 3 45°561/2’ 90°00" z (201) | z (201) 

= 2| 48°53’ 64°45’ | 1) 48°471/2’ 64°45’***| d(211) | d (412) 
92 | 87 = 79°62" ** | (41) | (8.1.2) 


Palache に よる 。 た ゞ し な 印 の 値 は 記載 され て いな い の で 筆者 が 公式 に より 
いる と 思わ れる の で , 改め て 計算 し た も の で ある 。) 


は 結晶 図 作成 の た め の 時 間 と 労力 と を 敬遠 し た が ら に 外 な ら な い 。 まし て 既に 報告 され て 
いる 結晶 図 に つい て その 構造 が 明らか に され た た め に HRI EA 図 に 画 き 改め ね ば な 
ら な い が , 指数 の 変換 は 簡単 に 導ける こと が 多い が , 結 唱 図 に 関し て は 従来 の 方 法 で は 全 
く 新 らし く 計 算 を や り 直 さ ね ば な ら ぬ と いう 爵 目 に 遭 遇 する こと が か な り 多 い 。 

また 最近 学問 の 進歩 に 伴 つ て , FS + 鉱床 学 さ ら に は 化学 ・ 物理 学 及び 薬学 筆 と 諸 分 
野 の 研究 者 が 結晶 図 を 画 か ね ば な ら な い 機 会 は 次 第 に 多く な りつ ゝ ある が , これ ら の 方 々 
が 現在 も つと る ゃ も 簡便 と され て いる Parker の 方 法 を 習得 する こと さえ な か な か 容 克 で な 
いと 思わ れる 。 現に Anal. Chem. 等 の 海外 誌 に 掲載 され て いる 数 多く の 結晶 図 の ほ と 
ん ど が 立 面 図 と 平面 図 に 分 け て 画 か れ て いる 。 筆者 等 も 時 間 と 労力 を 篤 線 に する 美しい 結 
mM, 全く 計算 な し に 二 つ の 図面 を 画 は ば こと 足り る 化学 者 の 方 法 に 善意 を 表す る る も 
の で ある が , と くに 銘 物 学 の 研究 者 と し て は 長い 聞 の 記載 の 伝統 る も ある の で , (DBE 
Bib) BEV SEL HEN, 多少 誤差 は 多く と る も 簡単 に 得 ら れる 方 法 は な いも の か と 才 
え , 生 者 等 の うち 両 高 野 の 協力 に より 次 の よう な 作図 法 を 考 筆 し た 。 

原理 申す まで も な く Parker な どの 作図 法 に お いて 完成 され た 結晶 鏡 は 結局 の と こ 
ろ 各 結 品 面 を 取り 囲む 稼 の 集合 その も の で あり, 入 の 方 向 は それ に 属す る 各 結 唱 面 を 含む 
卓 帯 の 方 向 で あら わ さ れ て いる 。 実際 の 作図 法 に お いて 面倒 な 計算 が 伴う の は @)=6°23, 
Yo=18°267 と いう ERNNCMRA Ne HARD 6 ARG OBA & Mpls 726 
MoU LIRA 50s MROAMEROLMDSROAR BOCA Mie AT TERE 
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し た 図 に お いて 軸 を つぎ つぎ に 転換 し て 目的 の 視点 に 持つ て 来れ ば よい の で あぁ る が , 実際 
問題 と し て は 再三 の 軸 の 転換 の た め に 次 第 に 誤差 が 大 きく な つて 行く の で あま りお すす 
め 出 来 な い 。 作 図 上 の この 種 の 誤差 を 少く する た め に は Wulff の ネッ ツ ッ ト その も の を あら 
か じ め 正 確 に 此 の 位置 に 持つ て 来 て お け ば よい こと に な る 。 この 場合 に は 投影 し た 面 の 転 
換 に た 比 し て 投影 点 の 数 が 選 か に 大 きく , し か も これ ら は 規則 的 に 配列 され て いる の で 転換 
に 伴う 各 点 の 位置 の ずれ も 互い に 補正 し 合 つ て ぐつ と 精度 の 高い も の を 得る こと が 出来 
る 。 さ ら に 都合 の ょ よい こと に は 普通 の 面 の 投 昧 図 で は [001] . 唱 帯 に 投影 され て いる の で 
これ を 90° 回 転 し て [010] 唱 帯 投影 に 切り 換え て 後 , 視点 に 持つ て 来 な けれ ば な ら な い 
が , AY) その も の の 転換 の 際 は これ を 両極 を 上 下 に し て 見 れ ば 緯度 ・ 経度 その も の が 
OW に 祖 当 する の で 始め か ら [010] 品 帯 投影 と 解釈 する こと が 出来 る の で , 最初 の 大 き 
な 操作 は 省略 し て , 後 の 2 つの 細か い 操 作 だ け 行 えば よい と いう 利点 が ある 。 この よう 
に し て 求め られ た ネツ ト に 各 面 を 投影 すれ ば , SENSU ZBOAMIEOBE AT 
2 つの 面 (いく つか の 生 が 平行 で ある 時 は その 秋 の 数 に 1 を 加え た 数 の 面 ) に 共通 な 大 
円 の 方 向 で 代表 され , UNG BRMACRONIT, 大 円 の 極 と ネツ ト の 中 心 を 結ん だ 線 分 の 
方 向 が 策 の 方 向 を 表わし , また その 角 の 読み の 正弦 値 の 長 さ は ネツ ト の 基 円 の 半径 を も と 
の 長 さ と し た 時 に その 方 向 に お いて 吉 現 され る 線 分 の 長く さと し て 得 ら れる 。 

ネツ ト 結 品 図 作 成 の た め の こ の ネツ ト を 作る に は 普通 の Wulff の ネッ トト を 両極 が 正 
UXSE SSI elGOGRG, -GOUNS NYY iN a ea GS ope) NWulit 
の ネツ ト 上 の すべ て の 交点 を 忠実 に 写し 取る 。 そし て ペー パー 上 の 各 点 に 座標 値 を 与え る 
た め に , まず 基 円 上 の 点 に は 北極 より p=0° より 90° ECERMMBMIY p=ー0° ょ り 
—90° $ CHELSEA, つぎ に 赤道 線上 の 各 点 に 右 よ り Y=0° か ら 180° 3 COMEL 
与え る 。 こ れ ら の 記載 が 済ん だ ら 下 の Wulff の ネツ ッ ト を 90° MRAVTA ¥HBOR-—dD 
ー は 元 の 位置 の ま .x\ こ に し て その 上 に さら に 新 ら に しい トト レー シタ ング ペー パー を 当て 古い 
ペー パー 上 の 諸点 を Wulff の ネツ ト の 小 円 に 沿う て 左 に 18°26’ 移動 させ て 新 ら し い ペ 
ー パ ペパー の 上 に 記入 させ る 。 (実際 問題 と し て は 右 へ 1°34’ 移動 させ て 各 点 の $ の 値 を 
20° 引い て お け ば よい 。 ) 勿論 普通 の Wulff の ネツ ト } で は 分 の 値 ま で 正確 に 読み 取る こ 
と は 出来 な いか ら 概 算 で 充分 で ある 。 また 右端 に 生ずる 容 白 に な る 部 分 は 勿論 裏側 か ら 廻 
つて 来 た 点 で 埋め られ る 。 この 新 ら し い ペ ー パ ペパー へ の 転入 が 湾 む と 古い ペー パー を 外し て 
後 再 び Wulff の ネツ ト の 両極 を 上 下 に 戻し て , その 上 に 転入 の 湾 ん だ 新 ら し い ペ ー パ ペー 
を も と の 位置 に お き , さら に 新 ら し い } ト レー シン . グ ペー パー の 上 に 載せ る 。 そ し て 今度 ば 
中 の ペー パー 上 の 各 点 を ネツ ト の 小 円 に 沿う て 手前 に 6°23^ 移動 させ る 。 こ れ で 一 番 上 
の ペー パー 上 に 結 品 投影 用 の ネツ ト が 完成 され た こと に な る の で 新 ら し い Pov の 値 を そ 
の 皇 な 点 に 記入 する 。 この よう に し て 出来 た ネツ ト } ト を さら に 主要 な 交点 の 座標 値 に つい て 
は , 別に 求め た 球面 三角 法 に よる 理論 値 で 補正 し た も の を 第 4 図 (A) に 示し た 。 ま た こ 
れ と 同 大 の Wulff の ネツ ッ ト に 正弦 尺 を つけ た も の を 第 4M (B) KRU 

使用 法 結晶 の 測 角 値 を p>・ ツ Y その ま ゝ この ネツ ト の 上 に トレ シン グ ペ ー パ パー を 当て て 
BUT ME KWo た ヾ し ネツ ト の 裏側 に 回 る 測 角 値 を 投影 する 時 に は ネツ トト だ け 逆 さ に し 
て その P OUMILIE : ALRARA, Y の 値 は 正 号 の 分 より は 180° を 引き , 負 号 の 分 に 
は 180° を 加算 すれ ば よい 。 勿論 結晶 図 に お ける 陰 側 の 生 線 を 画 く 必要 の な い 時 は 各 方 
向 に お ける 投影 の 裏側 に 回 つた 最初 の 値 ま で 投影 し て , 裏側 の 中 央 部 附近 の 投影 を あら か 
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じ め 和 省略 する こと が 出来 る 。 こ の ネツ ト の 表側 に 来 た 点 の み が 完 成 さ れ た 結晶 図 の 表側 に 
画 き 出さ れる こと に な る 。 

各 面 の 投影 が 湾 む と すぐ に 秋 の 方 向 を 求め る こと が 出来 る が , この 場合 も 実際 の 結 品 と 
照 し 合せ て 共通 な 面 を 多く 含む 品 帯 や よく 発達 し た 生か ら 求 め る 方 が 誤差 を 軽減 する の 
に 役立つ こと が 多い 。 生 の 方 向 の 求め 方 は 簡単 で , 投影 の 終 つ っ た トレ シン グ ペ ー ペ ー を 今 
Bix Wulff の ネツ ト の 上 に 重ね , 中 心 部 を 合せ て ピン で 止め て 基 円 の 中 を 自由 に 回 転出 
来る よう に し て お く 。 次 に 目的 の 策 を は さむ 2 つの 面 を 通る 大 円 を 上 の ペー ペー を 各 転 
させ て Wulff の ネツ ト 上 で 求め , その 大 円 の 極 を ペー ペパー 上 に 記入 する 。 こ の 極 と 基 円 
の 中 心 を 結ぶ 線 分 の 方 向 が 策 の 方 向 で あり , その 角 の 正弦 値 が この 方 向 に お ける 長 さ の 比 
を 示す 。 な お 大 円 を 求め る 場合 に は 同じ 品 帯 に 属す る 面 を 出来 る だ け 捨 うこ と に より 測 角 
値 や 投影 の 操作 に よる 誤差 を か な り 少 くす る こと が 出来 る 。 この よう に し て 必要 な 生 の 方 
向 が 求め られ た ら 実 際 の 結 品 と 居 合 し な が ら 結 品 図 を 作成 する こと が 出来 る 。 第 5 図 は 
本 鶏冠 石 の 結晶 図 の 作成 を 示し た 。 

本 作図 法 の 得失 さき に る も 述べ た よう 
に 現在 広く 控 用 され 比較 的 簡単 だ と され 
て いる Parker の 方法 に お いて さえ か 
な り 複 雑 な 計算 に 甘んじ な けれ ば な ら な 
い の で ある が , 本 作図 法 に お いて は 全く 
計算 を 用 い ず に , また 指 致 る 配当 せ ず と 
る , 単に 測 角 器 に より 求め られ た pv 
の 値 を 投影 する だ け で 直ちに 秋 の 方 向 が 
得 ら れる 。 従 つ て 結 品 系 の 如何 を 問わ ず 
また 面 指 炒 が 不明 で あつ て も その 面 の 秋 
の 方 向 を 全く 機械 的 に 導き 出す こと が 出 
来る の は 本 作図 法 の 最大 の 府 り と する と 
ころ で ある 。 こ と に 三 人 録 ・ 単 斜 及び 六方 
な どの 品 系 に 属す る 結 品 を 作図 する 場合 
の よう に Parker の 方 法 に よる 計算 の 
面倒 な 場合 に は 本 作図 法 の 特徴 は 遺 二 な 
く 発揮 され る し , 他方 等 軸 品 系 の 完 面 像 の よう に 方 向 の 異 る 同 価 の 策 の 多い 結晶 の 理想 型 
を 画 く に 際 し て る 各種 の 短縮 率 が 中 心から の 角 の よみ の 正弦 値 で 表現 され る の で その 目 
的 を 衛 単 に 滝 さ し め る こと が 出来 る 。 さ ら に また Parker の 方 法 で は 品 帯 の 方 向 を 得る 
PeDICEDSIETC Y MICE) を つけ な けれ ば な ら な い の で , と さく に 双 品 を 記載 する た 
め に は 小数点 以 下 数 桁 を つけ た 半端 な 指数 を 無理 に つけ て 入 の 方 向 の 近似 計算 を 行う と 
いう 矛盾 が あつ た が , 本 作図 法 に お いて は この よう な 必要 は 全く な く , MinORODO ME 
体 に つい て も 一 緒 に 測定 し た 時 の PY の 値 を み 用 いて つぎ つぎ に 入 の 方 向 を 求め る こと が 


第 5 図 MAMOAY MICLAREG 
の 結語 図 の 作成 


TO + Zeit: Krist., 70, 393~459, 71, 536~538, 1929. 


2) REA : BGK, 11, 271, 1934. 
3) PPR : 地質 , 41, 192, 1934. 
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出来 る 。 こ の 意味 で も 本 法 の 双 品 の 記載 に 貢献 する と ころ が 多い と 信ずる 。 

つぎ に 精度 の 問題 で ある る が , 本 法 は も と より ネツ トト の 上 で 作図 させ た も の で ある か ら , 
Parker の 方 法 で 得 ら れ た 理論 値 に は 及ば な い 。 し か し な が ら Parker の 方 法 と いえ ど 
も これ を 実際 に 運用 する 場合 に は 図 上 の 軸 比 を 整数 化す る た め に 56.93 を 57 LRAT 
こと な ど を 前 提 と し て 行わ れる し , また 結晶 図 を 作成 する 時 に は 10 分 台 の 精度 し か 得 ら 
れ な い 所 調 Parker の ネツ トリ を 用 いて 作成 する の で , 特別 に 部 分 的 に 拡大 され た 特殊 
な も の で な い 限 り 一 般 に は さほど 精 秘 さ は 要求 され な いも の と 思う 。 むし ろ Parker の 
方 法 に よ つ た 場合, 計算 が 類 雑 で ある こと に 起因 する 誤り や 再三 に 豆 る 計算 値 の 打 切 り に 
伴う 誤差 の 団 積 な ど に より 結晶 図 の 本 来 の 美 し さ を 失わ せる こと が 間々 ある が , 本 法 に お 
いて は 計算 の 顧 慮 な し に ODOR CD 作図 し 得る の で か か る 種類 の 怖 れ に 当面 する こ 
と は まず 考 えら れ な いと 思う 。 し か し 本 方 法 に よ つ た 場合 非常 に 近接 し た 2 BOHOR 
の 方 向 は 非常 に 粗雑 な 値 を と り 勝 ち で あぁ る の で 出来 る だ け 共通 な 品 帯 に 属す る 面 を 見 出 
す 等 の 方 法 に よ つ て 補 わ れ ね ば な ら な い 。 

本 作図 法 は 結 品 の 作図 を 極め て 容易 に する も の で ある が , 精度 その 他 の 点 で いろ いろ 検 
討 せ ね ば な ら 如 点 も ある と 思う の で , 録 物 学 及び 結晶 学 の 研究 者 の 方 々 に は 従来 の Par- 
ker の 方 法 と 併用 し て 項 い て いろ いろ と 御 批 判 を 仰げ れ ば 幸 基 で ある 。 EC UCHR ER 
る こと の 出来 な い 面 の 存在 する 場合 や 双 上 唱 の 作図 , さら に は 転換 され た 恒 数 に よる 作図 等 
に 応用 し て 下さ つて 種々 の 御 教 示 を 賜 わ れ ば と 念願 する 。 

一 方 , 他 分 野 の 研究 者 の 結晶 の 記載 に は , 今 ま で の 方 法 と 異 り 全く 計算 を 伴わ な い 本 作 
図法 を 一 度 試 みあ られ る こと を 御 願 いす る 。 ステ レオ 投影 に お ける 大 円 と 極 と の 関係 だ は を 
理解 し て 頂け れ ば , 本 作図 を 行う の に 十分 で ある と 思う 。 

a, BB RT BR Ae ee 

FM OPEC OW CARN Pe FF CIS OT RICE T SRAREMNA THE 5 0 現在 結 
上 品 の 測 角 の た め に は Goldschmidt の 複 円 反射 測 角 器 が 広く 使わ れ て いる が , 調整 に か 
な り の 時 間 を 要する 上 に 一 つっ ー つ の 面 に つい て 像 を 結ば せ て 測定 する の で 結果 を 得る ま 
で に か な り の 時 間 を 要する 。 また 相当 に 高価 で ある の で 簡単 な 数 値 を 出す だ け の 上 的 が 多 
く な つて 来 た 現在 あま り 適 当 で な い 。 こう いう 意味 か ら 1928 年 に ライ ツ 社 で 写真 測 角 
器 の 試作 を 行 つ た こと が ある 。 し か し これ は ラウ ェ エ 夷 点 の よう に フイ ル の 上 に 出る の で 
端 の 値 は 遠ざかり 過ぎ る し まな た 測定 値 て も p・ ツ に な お す た め の 談 換 を 行わ な く て は な ら な 
い 等 の 理由 か ら ほ は と ん ど 用 いら れ な か つた 。1956 年 か ら X-RAC の 人 鑑 作 者 た る アメ リ 
AD pepinsky 教授 が 写真 に よる 測 角 器 の 研究 を 行 つ て いる が その 結果 は まだ 公表 され 
て いな い の で どの よう な 規模 の も の か は 不明 で ある 。 最近 水戸 広 氏 が パ ノ ラ ツ クス ・ カ メ 
ラ を 試作 し た が , この カメ ラ は 1 分 数秒 で 360° 1 回 転 し て カメ ラ の 周囲 の 風景 を 撮 
影 す る こと が 出来 る が , 筆者 の 提案 は この 装置 を 改良 し て 測 角 の 目的 に 使わ ん と する る も の 
で ある 。 第 6 図 は 本 装置 の 骨組 を 示し た 。 光源 & より 発し た 光線 は コリ メー ター b を 
WO Chil で に 当る 。 そ し て 結晶 面 より の 反射 光線 が 2 つの 鏡 m1, m, LEVY AR], 
we CHAKA TZ Vy @ に 1 ヶ所 だ け あ いて いる 幅 2.5mm ORERYY } pi TH 
ム 了 を 感光 させ る 。 遮蔽 スク リー ン @ は フイ ルム f の 内 面 を 回 転 す る が , この 運動 は 


1) 片山 信夫 : 前 出 , 1933. 


a = Bae Poy HHA 108 Bo ch 18 Geeae 
be ees cast ase eee MEE EE 
PEE EEE LEO LOTTO a RH ee 
Fai) (Ge Sieee ees Pett FAH APH 80°TT 707 60'EE 50 +41 
EE EE 
EE ES ETE BS 
HH 
estes af susen uses Uauunee FEEL 


S 


SS 
© 
rr 
| 


MAA 
NN 
SOO) 


My, 
LSI. 


\ iw) 
RA te る 


Saoaun 


A E ; A} Os NET) 
( ) 7H 04 成 用 ネ ジジ (TAK 


NN 
> 
ES 


[a 
HH Big 


| | 
2 EE rH 
nae s EE 


van X\ 


, SRR 
SRR Me 
RRR NN he 
VRVVRRRVRRWMMNF My, , 
QBARNOSRANRMRNRMRN OSES 
RRR EE” 
RGSQ@sSR"T "QQ WH IG IKEEEESEEE- 
SESS 2 
ささき ささ きき NN フク EE 
に きき きき SS クー ニー 
さき きき acm き NSN ンク の ニース 
YE 


第 4 図 (B) 結晶 図 作成 用 補助 ネツ ト 
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第 6 図 FH 測 角 B 
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RRR 21, > を 通し て 結晶 < の 回 転 と 連動 さす る 。 ま た フイ ルム の 直径 は 114.6 mm と 
TMs 1 が lmm に 対応 する か ら 都 合 が よい 。 ま た 結晶 c の 氏 面 を 測定 する た め に 支 

BHR vu の 上 を 自由 に 動か する よう に し て お く 。 まな た 反射 鏡 」 の 前 に は 反 
午 測 角 器 と 同じ よう な 拡大 鏡 な どの レン ズ 系 /。 を と りつ けら れる よう に し て お さく 。 実際 
の 使用 に 当 つ て は まず 結 品 の 写真 ^ を 表 と 裏 と で 撮影 する 。 次 に 2 の 拡大 鏡 を と りつ 
I CRRA V—v を 回 転 さ す て 連 続 し た 面 の 拡大 写真 B を と る 。 最後 に な か ら 結 像 
の 組合 せ を と り 出 し て , 同じ く 回 転 運動 を させ な が ら 像 の 写真 C を と る 。 柱 面 の 写真 の 
撮影 が 湾 む と 結晶 < を 鉛直 円 毅 の 上 に 適当 な 角 ず つ 移 動 し て 氏 面 の 写真 を つぎ つぎ に と 
れ や ば よい 。 この よう に し じ し て と つた 写真 は 在 来 の 方 法 と 異 り , その 結果 を p=0" の 写真 と 
し て 報告 に る 出せ る の で , 反射 が いく つる も 出る 面 や 反射 不良 の 面 又 は 衝 曲 面 ・ 役 斜面 等 に 
つい て る も 主観 的 な 1 つの 値 だ は け で な くさく 客観 的 な 証拠 と し て 出す こと が 出来 る わけ で あ 
る 。 ま た 技術 的 に は か な りり 面倒 に な る が , 結 品 に コマ の 運動 を させ て 写真 を ラセン 的 に 連 
続 さ する か , また は 思 面 鏡 み など で 結 品 の 鈴 面 の 反射 を 出来 る だ け 同 じ フ イル ム の 幅 の 中 に 
納め る こと る も 考え られ る 。 実際 に 新 ち らし い 装 置 を 作る こと は な か な か 容 銘 でない が , BE 
を 志 さ れる 方 が あつ た ら 大 い に 御 手伝い し た いと 思う 3。 

8. bi: £ Ss f 

AMIS HL UTC HEANOR BR - HARES + 簡単 な 結晶 図 の 作成 法 に つ 
いて 報告 し た が , ANC BM LACHER TOP MEM ALRLCOS4OTC, 西 の 牧 
産 の も の な ど に つい て る も Buerger に よる 新 ら し い 恒 数 を 基 に し て 測定 し な お し た ら , AN 
川 氏 に より 吟味 され た X (14-8-19) BOMB を 始め いろ いろ と 興味 深い 結果 も 期待 
出来 る と 思う 。 本 稿 を 終え る に 当り , 荒 船 鉱山 の 現地 まで 同道 し て 下さ つて 種々 有益 な 御 


1) ANINASERRE : ATHY, 1937. 
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指導 と 御 教 示 を 賜 つ た 東大 教養 学部 片山 信夫 教授 に 深い 敬意 を 表す る と と も に , 分 光 分 析 
を 指導 し て 下さ つた 東芝 K.K. 村 岡 久 志 氏 に 厚い 調 意 を 表す る 。 さら に また いろ いろ と 研 
究 上 の 便宜 を 仰い だ RAMSAR SO PRAHA - BAM — WAR 始め 各位 と 
RAKRBE MA SOBA —BR - BARDARIY 各位 に 感謝 の 意 を 表す る 次 第 
で ある 。 

最後 に 結 杉 図 作成 用 ネツ ト 及び 写真 測 角 器 に 関し て , BEARS Ban Cems CH 
べ て 下さ れ , また 有益 な 御 教 示 ・ 論 議 を 賜 つ た 東大 理学 部 地質 学 孝夫 渡 辺 武 男 教授 に 心 よ 
DALE BLES また ネツ ト の 人 製図 に 巧 し て は 工業 技術 院 地 質 調 査 所 鑑 図 課長 補佐 笹 
原 栄 雄 技 官 及び 同 所 測量 課員 勝目 一 泰 技 宜 の 並々 な ら ぬ 御 協 力 を 仰い だ 。 な お 第 4 図 (A) 
の 結 品 図 作成 用 ネッ ト に 関し て は 上 肌 下 実 用 新案 特許 を 出願 中 で あぁ る が , 本 ネツ ト を 御 希 望 
の 方 は 筆者 に 連絡 賜 わ れ ば 実費 で 頒布 する 。 


第 4 図 使用 法 まず トレ シン グ ペ ー パ ペパー を A ネツ ト 上 に あて , 結 品 の 測 角 値 'Y に 
LOCH MRE FRETS. この 際 ネ ツ ト の 裏側 に 回 る 面 を 投影 する の に は ネツ ト の み を 
半 回 転 し て 座標 値 を 読み 震え て 行え ば よい 。 

投影 の すん だ トレ シン グ ペ ペー パー を BB ネッ ツ ッ ト 上 に あて て , 2 面 以 上 に 共通 な 大 円 の 極 と 
ネツ ト の 中 心 を 結ぶ 直径 を 求め あれ ば , この 直径 の 方 向 が 結晶 図 に お ける 秋 の 方 向 と な る 。 

また 短縮 率 を 求め る の に は この 直径 上 で , 極 と ネツ ト の 中 心 と の 間 の 角 の 読み を ネツ ト 
の 右側 の 正弦 尽 の 上 で 読み 巻 え れ ば , 正弦 太 上 の 線 分 の 長 さ と し て 得 ら れる 。 


北海 道 奥 士 別 南 方 の トー ナル 岩 及 び こ 泌 に 健 う 細 粒 塩 薄 性 岩 * 


The tonalite and its associated fine-grained basic rocks in 
the southern part of Okushibetsu district, Hokkaido 


we 井 42 (Hiroshi Asai, ** 


Abstract : The tonalite and the fine-grained basic rocks occur in the 
southern part of Okushibetsu district, Hokkaido. The tonalites are the 
cummingtonite tonalite and the kalifeldspar bearing hypersthene cum- 
mingtonite tonalite. The fine-grained basic rocks are the biotite bearing 
hypersthene brown hornblende plagioclase rock, the biotite bearing hyp- 
ersthene quartz plagioclase pale brown hornblende rock, the green horn- 
blende plagioclase rock, and the quartz biotite plagioclase brown horn- 
blende rock. 


* 日 本 地質 学 会 年 会 講演 , 1952 に 一 部 加筆 し た 。 
** 北海 道 学芸 大 学 地学 教 密 
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Judging from the observations of these rocks under the microscope, 
they are of the metamorphic origins which came from the biotite rich 


coarse rock or the biotite rich hornfelsic rock. 
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ACHEIE LINPBREG BAHN, }-FVBLINCAGAN SMA BAADO 
て , 東西 , 南北 それ ぞ れ 約 6km OMMDROCTRHL, “NE BROAWKASEE 
の 一 部 は , BREA, 片 状 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス, 黒雲 母 ホ ルン フエ ルス な ど に な つ 
て いる (第 1 図 )。 上 述 の トー ナル 岩 及 び これ に 包 有 され る 細 粒 塩基 性 岩 は いずれ る も る そ 
DERRUGEEMOERGER CHSO CH > CMA T ZARA CHS 

本 地域 は , 既に 大 平安 り , 再 橋 三男 , HERR, BOM”, BH, OR - 
e\Uesth? が 夫々 課 査 の 結果 を 明らか に し た 。 御 討論 を し て 戴 い た 北海 道 大 学 再 橋 三 田 , 
BAM MMAR, 北海 道 地 下 資 源 調 査 所 斉藤 昌之 課長 と はじめ と する 日 高 変成 帯 研究 グ 
ルー プ の 方 々 , 具体 的 な 内 容 に つい て 御 才 え いた だ いた 北海 道 地 下 資 源 調 査 所 酒 色 純 俊 , 
北海 道 大 学 金山 寺 礼 の 両氏 , Rie > MBS L CRIA SRA, BIB K 
両 教授 , 現地 で 色々 御 尼 介 に な つた 奥 士 別 営林署 の 各位 に 厚く 御礼 四 上 げ る 。 沖 研 究 に 全 
用 し た 一 部 の 経費 は , 文部 省 自 然 科学 研究 費 交 付 金 , 開発 庁 , 北海 道 地下 資源 調査 所 の 御 
援助 に と 負 つ て いる 。 こ ゝ に 深 甚 の 謝意 を 申 上 げ る 次 第 で ある 。 

2. FT H R 

第 ! 図 に 示し た 如く , 本 地域 の トー ナル 岩 及 び 細 尊 塩 基 性 岩 は , 砂岩 , HMARUA 
れ ら の 央 石 か ら 変 成 し た と 考え られ る 変成 岩 類 に ょ よ ょ つて と り ま か れ て いる 。 Wa, Ais 
は 東部 及び 北部 に 分 布 し , ARBRUR PERAK CRAM N20°W で 60°NE 
に 傾く が 次 第 に 北部 に 移る に し た が つて N20°~40°E と な り 80°W, 70°E に 傾い て 
Ao Del, ECR CHM, Kea, 砂 質 粘 板 岩 , 灰 緑色 粧 板 岩 , 黒色 粘 
板 岩 な どか ら 成 つて いる 。 

変成 岩 類 は な, TVD TOS + REE OAL RUC HL, REAR VY 7 
ェ エル ス , 片 状 黒 雲母 ホル ン フ エルス, BRERA ERVY 7 IVA, PRE RREAR 
ルン フェ エル ス , 柄 橋 石 一 輝石 一 黒雲 母 ホ ルン フエ ルス , 細 粒 な ら び に 粗 粒 な 黒 圭 母 片 麻 岩 
か ら で き て いる 。 こ の うち 黒雲 母 角 図 石 ホ ルン フェ ルス , tH RE AY 7 
LVAREORBALEEL L CERI? BRITS. これ ら の 変成 岩 類 の 片 
理 は N10 へ ~20°W で 80°NE を 示し て いる 。 変成 岩 類 の うち で , 細 粒 , PRO RSE 


1) ASR es 地質 , 35, 105~147, ; 35, 205~224, 1929. 

2) FHE= 5 : 地 団 研 札幌 支部 報 , 2, 1949, (BE). 

3) 土井 繁雄 : 北海 道 地 下 資源 調査 資料 , 3, 1952. 

4) josie : RIMS, BAT, 1952 > 北海 道 地 下 資源 調査 資料 , 35, 


5) west 宏 : 地質 雑 , 58, 281, 1952 (要覧) ; BOK, 38, 223~227, 1954. 
6) Waa, Bath: 日 本 地質 学会 年 会 講演 , 1957. 

7) 舟橋 三男 , 橋本 誠二 : 地 団 研 専 報 , 6, 1951. 

8) eye < ATH, 1952, 1957. 
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1 PRUUHERID, 2 洪 積 期 堆 積 物 , 3 乙部 山 帳 岩 , 4 LEIS, 5 石灰 岩 , 6 RE 
TRS, 7 EBC, We, 8 黒雲 母 ホル ンマ フェ ルス , 9 BERR, 10 SESE, 
11 超 塩 若 性 府 , 12 ARES, 18 TE, 14 ミル メカ イト を 多量 に 有する 
Wits, 15 片 理 及び 層 理 の 走向 , TiS, 16 断層 , 17 BS AORFR, 18 含 鉛 磁 硫 鉄 
鉱床 , 19 イソ 正 長 石 の 産地 , AMER, BB ヌ プ ロ シ ロ マナ イィ 有川 , C 東 内 大 部 川 , D 
AASB, E Rt), Frverxaev7)il, Gus, Hrvy7z, 

図 の 一 部 は 酒 色 純 俊 (1952, 1957) を 参照 し た 。 
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7] Mi 


Baa OAL The 2 MO 1 及び 2 に 示し た 。 
DEVS ita & Bhaa & Ch OF RU ARIE EE DIB Rt BL TU Bo こ 
DIBA“ F MAMAS HO CT, AUREL, 主 に 岩 体 の 東側 と 北側 に 分 布 


し て いる 。 ba Fs LMR IL, 後者 が 前 者 に 包 有 され る か , 後者 が 前 者 の な か 


] MERE HR (SUE 42.996, 2S Aiea 6 
Aix 41.79, FAB: 14.496, Repke, 
磁 硫 鉄鉱 , 0.89%, FaRIAG 0.296), 2 1 
粗 粒 黒 雲母 片 麻 岩 (RHE 42.606, FA 
FY: 28.7%, BH 27.9%, カリ 長石 , 2 | 
磁 硫 鉄鉱 , REGS 9.8%) 3 カミ ング 3 
トン BHAt-TVE (SEA 69.7 
%, 黒雲 母 11.306, Hiv 7b y FAB 
Ai 9.79% , ABE 6.09%, BETTE, 磁 硫 鉄 5 
Gh, PEBREK 3.3%), 4 SH) BEB 
FBR av 7} y fAP J aoe 
a (SRG 58.09%, AH 18.306, B 1 
SBR: 13.59%, wiv7 >} vy FHRIG 8. 
79%, BRIRAG, PETGRERGK, BEBEGK 0.796, 
SLANE 0.6%, カリ 長石 0.296) 5 
@ BSE A a 8 FR = 
A 


NA 
== CG 
SS | 

1.0%, SAE 12.796, 黒雲 母 , PEK 


SE0am 
右 , ジル コン , BK, 磁 硫 鉄鉱 0.8 


%)o 8 RES_AABA-AX ORA-VRGANAA (MEAG 47-96, 用 
551i, REG IK ALIS, REE. PG, OME チタ ン 磁 鉄鉱 , 磁 
GEE, HE 1.9%), 7 念 黒雲 母 一 緑色 角 関 石 一 斜 長石 岩 (ABA 59.2%, REAP 
85.996, チタ ン 磁 鉄 鉄 , 磁 硫 鉄 鉄 , FF 2.3%, ROR, Bile 1.596, 黒雲 母 1.19%)。 
8 BR-REE-BRA BERGE (ME AIIA 33.09, AHR 32.596, 黒雲 母 2 
6.196, 石英 6.2%, FRR 1.296, 磁 硫 鉄 鉄 , 磁 鉄鉱 1.0%)。 ARR, Ba, C 
AKA, Daa, ERSE, FRR, MIR, CRG, MK, 基 の 他 。 


長石 岩 (AEA 45.596, eRe 4 


qual 


に 不明 瞭 な 境界 を も つて パ ツ チ 状 と な つて 散乱 する か , ある い は 前 者 が 後者 の 割 目 に 沿 つ 
て 脈 状 に いり こん で る よう な 産 状 を 示し て いる so 下 一 ナル 岩 と 粗 灯 な 時 圭 母 片 麻 岩 と の 問 
は 明瞭 な 境界 を 設定 する こと が で き な い 。 細 粒 塩基 性 岩 と 変成 岩 類 と の 間 は 明瞭 な 境界 を 
る も つて いる が 母 岩 に 接する 細 尊 塩基 性 岩 に た は 多量 の 黒雲 母 が 観察 せら れる 。 トー ナル 岩 体 
Se nee ars A cane 
な か か , また は トー ナル 岩 と 不変 質 堆 積 岩 と の 間 に 小 岩 体 と な つて , HUGE RE fai 
jer tna bantea et ONe 
も つた 和 春 質 砂岩 層 及 び 砂 岩層 が あり , トー ナル 岩 を 被覆 し て NS8°E, 10°N の 走向 ・ 
傾斜 を 示す 新 第 三 紀 層 (BENE) BHS Bit, 以上 に 述べ た 講 岩 石 を 被覆 し て 集 塊 岩 
ja - SS (CBWE) が 南 域 に 分 布 す る 。 
3. b= FILS o MEU RHEOTAMRT ORR 

本 地域 の トー ナル 岩 ・ 細 北 塩 基 性 岩 の 顕微 鏡 下 の 観察 は 次 に 示す 如き も の で ある 。 

A トー ナル 素 

1 F277) 7RAAl TVS HRI 79 AF 97 RL SRA 


RY 


(69.796), FAB (11.39), Hiv 7 hv ANA (9-796), 石英 (6.096), BRIE, 磁 


1) YEA « ATHY, 1952, 1957, 
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鉄 鉄 , 磁 硫 鉄 鉄 (3.396) より な つて いる (第 2 HM 3)。 

SEG : An。。~An4。 RT. BER : ポイ キロ ブラ ステ ツク 構 造 を 示す 。※X… 淡 黄 
色 , VEE IM, 有心 … 淡 緑色 また は 赤 礼 色 , X<Y<Z, y…1.658。 カミ ング ト 
YAR > 黒雲 王 の 密集 し て いる 内 側 に 形成 せら れ て いる 。 更に カミ ング トン 角 関 石 の 
肉 側 に 細 尊 黒雲 母 の 光 状 化し た 細 片 が 見 られ る 。 ま な た 黒雲 母 は , 磁 鉄 鉱 , 磁 硫 鉄鉱 を 排出 
する 。 文 … 薄 窒 黄 色 , YR, 選 … 黄 色 ま た は 淡 福 色 , WR, X<Y<Z, c 人 る …23? 
~25°, (+)2V...75°, 82°, 85°, m,---1.530+1.536, FARES DIE L, これ が 消化 
すら れ て カミ ング トン 角 了 図 石 を 形成 し , 同時 に 粒状 化し た 黒雲 母 を 排出 し , RAORESTHR 
Bh, 磁 鉄 鉄 が 残さ れ た も の で あぁ る りり (第 3 図 (4))。 石英 : 他 の 造 岩 鉱物 の 問 を 充 堀 す 
Bo 石英 の な か に と りこ まれ た 他 の 録 物 は 黒雲 母 を 除き 灯 状 化す る 。 炎 灰 石 , 磁 硫 鉄 鉄 , 
REGSK : 炎 灰 石 は 針 状 で 磁 硫 鉄 鉄 , 磁 鉄 鉄 は し づく 状 の 粒状 化し た も の と 細 粉 状 の も の 
が あり , MPO } OUR RBSONMPIMIE 3.5 EOC CREB SWS VT bY 
ABATE NSRP CHERYEN?7SOD CHS 

2 27) RG ABB -—AiV7 VARNA -tAe MAT ZIT FATTY 
ク 構 造 を 示す 。 SRA (58.0%), 石英 (18.306), BeBe (13.5%), カミ ング トン 角 際 
石 '(8.796) , BRAG, REBRERSK, BEBRSK (0.796), HAHA (0.6%), ヵ カリ 長石 (0.29) 
が がら でき て いる (第 27 図 の 1 る 

RA : An。;, Atgc, Ango, Ags, Angy RT SA (中 期 余 長石 ) の 内 部 に は 
不 規則 な 導 状 を 示し て 塩基 性 の 斜 長石 ( 旧 期 斜 長石 ) が 融 触 せな られ て いる 。 ま た これ ら の 
MBRBED DP >BEOARA ( 新 期 斜 長石 ) が 別に 観察 され る 。 

斜 長 石 に 接する カリ 長石 は , ミル メカ イト を つく つて いる 。 KARE L RAIA, 2S 
ング トン 角 関 石 を と りこ む (第 3 図 (8))。 石英 : HORMOMEMTS. HEA 
に 接する 石英 の 一 部 は 斜 長石 を や ゝ 酸性 化す る 。 BBR : ポイ キロ ブラ ステ ツク 構造 を 
示す 。X… 淡 黄色 , YRS HIE, 選 … 淡 緑色 また は 赤褐色 。 K<Y<7, y…1.8 
60。 カ ミン グ ト ン 角 関 石 : 前 述 の 1 の 岩石 の な か の カミ ング トン 角 関 石 と 同様 の 産 状 を 
示す 。 斜 長石 に 包囲 せら れ て 粒状 化し た も の は 周辺 部 が 淡 緑 色 化 する 。 BRRRGK, BEGRGK 
: 前 述 の 1 の 岩石 と 同様 の 産 状 を 示す 。 黒 雲母 が 不安 定 に な つて 消 散 し 磁 硫 鉄 鉄 , 磁 鉄 
GEO OW So HARA : 細 粒 で 粒状 化し て 他 の 鍼 物 に 包み こま れる 。X, Y, Z… 
ほとん ど 無 色 ま た は 黄色 を 帯び て いる 。 ne 1.7125 DIBA: 祭 長 石 と 接する 部 分 の 
性 状 は すでに 述べ た 。8…1.522 へ 1.524, (—)2V---81°, (+)2V…229。 部 分 的 に ペー サ 
イト 構造 を 示す こと が ある 。 

BREAN : 

1 @REN—-AGHA-BOANEBREAS MEAT IIT IAF YT REER 
TATA MANA TAF Y THEE ART o MRA (45.595), Hap (41.096), 
SMA (12.796), 黒雲 母 , PACA, DVI, BEBRBROK, BEBRGK (0.8%) か ら で き て 
いる (第 2 図 の 5)。 

SRA + An28 Ang, Angy, Ang, A ADss, Anse RT o HEAR : A 


1) Wes Ze: 地質 , 61, 364, 1955( eH) ; 62, 177~188, 1956 ; “EK, 
40, 93~103, 1956, 
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方 交 石 の 周辺 に ある も の , SAWAOMHL 無関係 の も の が ある 。 福 色 角 図 石 の 内 部 に 
は , BERR, 磁 鉄 鉄 が あり , これ ら が 粒状 化し た も の と 粉 状 に な つて いる も の と が あ 
る 。 粉 状 に な つて いる も の は , 黒雲 母 の 盛 開 の 跡 が 観察 され し か る も 神 色 角 関 石 の 外形 と は 
無関係 の も の が 多い 。 ま た 褐色 角 関 石 の 内 部 に は , 黒 圭 母 の 粒状 化し た 微 唱 が が 見 られ る 。 
この よう な こと は 神 色 角 関 石 が 生成 され る 前 に は 黒雲 母 が が そこ に あつ て , これ が 消 散 し て 
福 色 角 図 石 が 生成 せら れ た も の と 考え られ る リリ 。 褐色 角 関 石 は X… 淡 褐色 , マ Y… 黄 補色 , 
を #8, K<V<KZ, (—)2V---72°, CAZ---21°, mg---1.672~1.684 (45 3 BY (1))o 
SB > BRIG LC CREEK, 磁 鉄鉱 を 包 有 し て いる こと が ある 。 XX, Y, Z… 
ほとん ど 無 色 か また は や ・ ゝ 昔 色 で 多 色 性 が な い 。 (-)2V.…75°, 78°, 85°, 2,-.-1.691~ 
171°, RR : 粒状 化し て いて 福 色 角 関 石 の 内 部 に 包み こま れる 。 Y…1.642 (第 3 図 
(1))o PRA : 針 状 で 他 の 鉱物 に 包み こま れる 。 ジル コン : 裸 出 する も の が 多い 。 磁 
PRokok, REGKGK : 相互 の 関係 は 複 雑 で ある 。 粉 状 を 呈す る も の と 燈 状 化し て いる も の と 
が ある 。 

2 2R2h Sh BR -ARAKEEARAS 細 粒 な オフ イィ テツ ク 構 造 を 
ART o VBE SEINE (47.49), BG (42.196), 石英 (8.596) , BAB (2-196), 黒 
Se, BiG, MRA, RRB, FIV RS, He (1.9%) より な つて いる (第 2 
図 の 6)。 

BBE > 淡 宰 色 角 図 石 の 周囲 は , 緑色 角 図 石 に 変 つ て いる こと が ある 。 淡 褐色 
角 図 石 は その 内 部 に 黒雲 母 の 仮 像 を 示す 磁 硫 鉄 鉄 , チタ ン 磁 鉄鉱 , BAOMMARO EFAS 
見 られ る 。 ま た 時 に は これ が 粉 状 化 し て いる こと が ある 。 KB YE, Yo WE, Z 
LN G20 65°, 71%, ND 220 meV OF 1 048 (64. 3 
Bg (3))o BRR : Atigy; ANg., Age, Any, を 示す 。 MHERAD AMARA CGE L 
RARBOAERRABAL, CNEEEVMALA COND > BHOBRARBRY bh 
Bo 石英 : HORMOM EIT 4. SOMA : MAIN DRARLEL TS XK, Y,Z 18 
LA ERMEE NL, (-)2V--75°, ヵ .…1 ユ .712。 RR: > Het, ARAL 
汚染 し , PAE IG LBA SIGE ARAN So ERR, BKK, VE e BE 
LUwS> XH, Yee, Z-YBHE K<Y<Z, -Yo-1.642~1.510 ( 3 
図 (3))o FEA, BARGE + 前 者 は 針 状 で 他 の 銚 物 に 包み こま れ て いる 。 BRED > MBE 
CHAT A. BERBER, FI VRE, WG: 坪 に 密接 に 関連 する 。 粒 状 化 し た る も る の, 
粉 状 の も の が あぁ あり 黒雲 母 の 仮 像 を 示し て いる *!'。 

3 含 黒 雲母 一 緑色 角 関 石 一 餅 長 右岸 FT7IAFYTIREERITMD LMT IIT 
ラス テツ ク 構 造 を 素地 に 斑 状 変 品 の 斜 長石 が 散 点 する 構造 が 見 られ る 。 MARA (59.29%), 
REFER (35.996), BeEBEGK, FI BOK, WG (2.39), Ribera, Beet (1.596), 
ASe RF: (1.196) LY ROCWS (HF 2 MO 7)o 

SER : YFRMUOSUSL < BREMOSBRA, Angs (ETS ET ARICAR 
AOBVEZ DOE ANgg に 内 外 を 示す 。 REA > 将 状 化し た 神 色 角 図 石 を 包み こ 
to ERR, FF VRB, 権 石 の 細 尊 結晶 が 配列 し て 黒雲 母 の 仮 像 を 示し て いる こと 


: ATHY, 1955, 1956. 
: AGH}. 1955, 1956, 
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(1) @R2E:—a ae ANA -ARABO REE, AOA, MEARE, 
REGKGK, BERRGKO VER, BI… 黒 雲母 , Hy Osha, BAM. 48 fabda, MT 
- REGRGK, REGRGRGKo «= (2) カミ ング トン 角 関 石 } ト ー ナ チル 岩 中 の カミ ング トン 角 関 
石 の 性 状 , BI;… 粗 粒 黒 圭 母 , BI。… 尊 状 化し た 黒雲 母 , CU… カ ミン グ ト ン 角 岡 石 。 
(3) @RES:—A 7A SRA MEE ANA BORER, YER 
OVER, BI. Rey, BAM. yeatifalla, TI ita, MP… チ タン 磁 鉄 鉄 , 磁 硫 
Rk (4) @RESROANA-ARAAOREANA, @ASOMER, BAM 
#8 (faa, GAM. ea fapga, Tl ta, MT... F 7 v REGROK, REBEBRGKS 
(5) @2) RA-SUMA—Ai v7 YANG) -FVEOMRA, MYR 820 
メカ イト , MT REG, BRB, KP WV RA, PLj。… 旧 期 ま た は 中 期 斜 長石 , 
PL, IBISRA, Ply PARA (6) GR-BRES ARA-MEALA 
BORE, MAAN AOTER, BI. RR, BAM.--4ff8bdAo 
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が あぁ あり 黒雲 母 が 消 散 し て これ ら の 鉱物 が 生成 され た も の と 考え られ る リリ 。 XX… 淡 緑色 , Y 
BRE, ZK, (一 )2V…72°, CAZ---22°, m。…1.647~1.650 (第 3 BY (4))o RE 
GER, FIVE, WA : RARELTOSIO, 粉 状 の も の な ど が 見 られ 相互 の 関係 
(HEME TH S (第 3 図 (4))。 RASS: : 磁 硫 鉄 鈴 , チタ ン 磁 鉄 鉄 , 桐 石 を 排出 し て 色 が 
淡い 。 Y…1.645。 

4 BR-RES ARA-BEANES _ ホ ルン フェ ルス 構造 を 示す 。 Me 
(33.096), BHR (32.59%), HSER: (26.196), 石英 (6.296), RMR (1.296), 磁 硫 
GREK, PERGK (1.0%) と な つて いる (第 2 MO 8), 

EFA: ee ee 
f&, Y… 淡 福 色 , Z- BG, AN RN 222 1.640~1.651 (第 3 図 
(6))。 MHRA : Any, 内外 を 示す 。 黒 雲母 : 磁 硫 鉄 鉄 , Nee NM NN 
治 つ て 新しい 黒雲 母 が 上 品 出 し て いる 。 Y…1.645。 石英 : 不 規 則 な 縫合 構造 を 示す 。 緑 灸 
Ay: 黒雲 母 と 密接 に 関連 し て 生成 され て いる 。 磁 硫 鉄鉱 , 磁 鉄 鉄 : 互 に 複雑 な 関係 を 示 
To 


4. £ ge 
以上 に 述べ た トー ナル 岩 及び SHIGE aN 7M E PER EAT HORE O BBA 
ら 次 の 如く 考察 され る 。 

1. 細 尊 塩基 性 岩 は トナ ー ル 岩 の 形 成 さ れる 以前 に 形成 すら れ た 。 そ し て これ ら の 細 尊 
塩基 性 岩 は , 黒雲 母 が 濃 集 し , 続い て 消 散 し た 事 が 観察 せら れる 。 黒 雲母 の 消化 され る こ 
LIED ABD LET, BERS, FIVER, 橋 石 な ど を 生成 する 起因 と な つて い 
Bo この よう な 変成 現象 は 細 灯 塩 基 性 岩 の 稚 長石 の 粒度 か ら 堆 し て 周囲 の 黒 繧 坪 ホ ルン フ 
ェ エル ス 類 の 生成 され る 時 期 か ら 黒 雲母 片 麻 岩 類 の 生成 され る 時 期 迄 続い た 。 

2. トー ナル 岩 は 上 記 の の 変成 作用 が 副 い か また は ま ぬ か れ た 部 分 に , REELS 
ん だ 粗 炒 な 岩石 が で き , この 黒雲 母 が 消 散 し て 他 の 有色 鉱 物 を 生成 する よう な 変成 作用 が 
お ぉ こつ て 生成 せら れ た 。 こ の ょ よう な 変成 現象 は , SRAOMEDS BLT, 周囲 の 黒雲 母 
片 麻 岩 類 が が 生成 せら れる 時 期 か 或 は それ より も や ゝ お くれ た 時 期 で ある 。 

3. じ た が つて 細 粒 塩基 性 岩 と ドー ナル 岩 は 母 岩 と な つて いる 景 雲母 ホル ン フ ェ エル ス 
類 , 黒雲 母 片 麻 岩 類 の 生成 に 関連 し て 生成 され , し か も 黒雲 母 ホ ルン フェ ルス 類 , REE 
片 麻 岩 類 の 生成 させ る 条件 と 異 つ た 条件 (REAM L CHhORELRMM & AMT S 
A EE 

4. 日 高 変 成 帯 南部 に お いて も , この よう な 変成 条件 に よ つ て 岩石 が 生成 され 得る こ 
dil: SH) が 詳 述 し , PEFR? は 部 分 的 な 観察 に つい て 明らか に し 

。 本 地域 に お いて る 日 高 変 成 帯 南部 に 見 られ る よう な 変成 作用 が 認め られ る 。 


1) est : 前 出 , 1955, 1956. 
2) 舟橋 三男 : 北大 理 紀要 , Ser. 4, 8, 1, 31 へ 61, 1948. 
3) fest : APH, 1955, 1956. 
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ASBAL EWR IT OAR A (1) 


On the contact-metamorphic rocks from Iwaizumi, 
northern Kitakami-mountainland 


taf h§ (Hiroshi Kano)* 


Abstract : In the Iwaizumi district, northern Kitakami-mountainland, 
various contact-metamorphic rocks are found along the western margin 
of the Tanohata granodiorite which is subdivided into two main rock 
types, the Moichi type and the Otomo type. Petrochemically, especially 
with respect to K,O/Na,O ratio, the two types of granodiorite are rema- 
rkably different from each other, as shown in Fig.6 (solid circles show 
Moichi type and open circles show Otomo type). 

In this respect it is interesting to note the metamorphic behavior in 
the contact aureoles of both Moichi granodiorite and Otomo granodiorite. 
The former is characterized generally by sillimanite-andalusite hornfels. 
Sillimanite and andalusite, however, are replaced by muscovite at the 
immediate contact where muscovite-banded gneiss is developed. On the 
other hand, at the contact of the Otomo granodiorite there is no banded 
gneiss and both sillimanite and andalusite remain stable. Sometimes 
metamorphosed chert with characteristic quartz-porphyroblasts occurs 
near the contact. Further, in the eastern aureole of the Otomo granodi- 
orite, cordierite-rocks of the Orijirvi type are found in some places on 


shear zones which contain the Taro bedded cupriferous pyritic deposit. 
4 


Ue ee a as ES 
北上 山地 の 各地 に 分 布 す る 花 賠 岩 質 岩 の 多く は その まわ り に それ ぞ れ 特徴 ある 接 釣 変 
RE RL て Bo EO EOE 1 IM に した よう に 。 MARC FE 


sie gang EMA D Y , ere RBLOL - hhOSBRAMS Bo 
こ に 報告 する 岩泉 附近 の 接触 変成 岩 の 研究 は , in 大 学卒 業 論文 (1946) 


& Sa ee は 石井 清彦 その 他 ! り に ょ る 研 
究 が あり , また 安 察 地域 の それ を 含め た 変成 岩 に つい て は , 島津 光夫 国府 谷 感 明 そ の 
他 や な ど に よる 研究 が あり , それ ぞ れ さい きん の 筆者 の 壮 察 に 少な か ら ず 役立つ て いる 。 


* 秋田 大 学 鉱 山 学部 鉱山 地質 学 教 窟 

1) 石井 清彦 , TRS. 植田 良夫 : ok, 39, 177~189, 1955. 

2) 島津 光夫 : 地質 , 61, 361, 1956. 

3) ENR, 佐藤 弘 , 島津 光夫 , MMB FRE, BIE : 地質 , 63, 
404, 1957. 
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な お 本 地域 の 層 序 な ら び に 古生物 に つい て も 
この 迷 年 間 に 閉 し い 成 果 が 挙げ られ て いる こと 
wat OB < M5 

2 it BH 概要 

ZHAN I BRE LULA RK 
か ら 構 成 さ れ , ERCiNS FRMOCHHB=ARKM 
あぁ ある 。 —BRILKRRARE? と 呼ば れる 広大 
な 石灰 岩 の 発達 で 特色 づけ られ る 。 そ の 一 部 は 
本 地域 の 主要 部 に 吉 出 し て いる が , ここ で は 上 
下 2 枚 に 分 れ て いる 。 こ れ ら の 石灰 岩 は や や 多 
量 の 斑 質 団塊 を 含む こと , また 多く の 場合 に そ 
の 上 下 盤 に 板 状 チャ ー ト を 伴 な い 石 灰 岩 と と る も 
VRPREIEOC SIL ERRME TS. 

BAW OBA Fa TED Fe — ト 
な どか ら 成 る 。 こ の 中 , と くに 上 下 の 石 灰 岩 の 
中 間 部 に 発達 する 泥 質 岩層 は , CHAO AMS 
状 変 上 唱 を 含む ホル ン ヘ ルス の 主要 層 準 で ある 。 


A Moichi granite ド 
に 4 Otomo granite = Tertiary 
Bictite isograd 


fee] Hyona tacies 
atte lt Ist sillimanite isograd 
T@ Takinohashi granite 


W Wokkuchi S Shimosarusawa 


1) (NEESER : 北上 山地 の 地質 , 139, 1956. 


2) 小貫 義男 : 同上 , 89, 1956. 
3) 石 非 清 彦 ば ほか 前 紅 1955. 


第 ユ 図 北上 山地 の 接触 変成 帯 
] Am: RR, I Bé- fs, 
I 遠野 , V 越 喜来 


V +E, 


その は ほか, FERC WARE DCA BSN 
AS 7GFEHRR UC O, BBE (また は 
KEBLE) の 小岩 床 が 内 ノ 沢 東方 の 小沢 
に 認め られ る 。 

3. PRATER PERS ¢ CRB 

Te PR 

AHIROTE ha USAFE に よ 
つて “田野 畑 花 賠 岩 ”" と 名 付す られ 
も た の の 一 部 に 相当 する 。 石井 ちら は こ 
の 岩 体 を さら に いく つか の 小岩 体 に 細 
分 し た が , 岩泉 地域 は た また まそ の 中 
の 其 市 型 岩 体 と 乙 茂 型 岩 体 と が 相 接 す 
る 所 と し て 注目 され る 。 前 者 は 内 IR 
附近 か ら 西 北 に , 後者 は 沢 中 沢 か ら 東 
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南 に それ ぞ れ 分 布 す る 。 両 者 の 岩石 学 的 差異 は きわ め て 顕著 で ある 。 

i) PRARANICZETH RN PRE OMA RES EMME FEL TSM, これ に 対し 選 
EMOEKERS VON, PROBARORESMNRS (Sri bu=rtLae) で , 黒 
BEAAPEROAMG MEAT LL BLU 石英 が 集 班 品 状 濃 集 を な すこ と は と くに 特 
WTC HH 

li) 両者 の を 一 ド か ら An-Ab-Or 関係 (第 3 図 ) お よび M-F-Q 関係 (第 4 図 ) 
eR NI, PHM eM HI An が 多 ぐ か つ 70r/AbP の 比 が 高 で ご さま 


第 4 図 M-F-Q 図表 (モー ド ) #5 3 §§ An-Ab-Or Biz (€— F) 
m An 


F a or Ab 


@ 其 市 型 (T 滝 ノ フ 橋 花 賠 図 緑 岩 ) O 乙 茂 型 


た 色 指 数 が や ゃ 高い こと で 乙 茂 型 か ら 明 ら か に 区 別 さ れる 。 この よう な 差異 は 両 型 の アプ 
ライ ト (また は ペグ ゲ グマ タイト) に も つろ と る も 閉 し く 示 きれ て いる 6 

ib) 落 市 型 と 乙 葉 型 の 相違 は 黒 圭 母 の 性 質 に も よく 現われ て いる 。 第 5 図 に 示し た よ 
うに , 乙 茂 型 の 黒 圭 計 は 茂 市 型 の それ より 屈折 率 が 一 般 に 低い 。 ま た 共存 する 僅 長 石 の 平 
均 An MANAAAM OWE BEETHMWE YH AW. LRMOCBER LAREDO fm BK 
で は , 両 型 は 明らか に 異な る 系 列 に 属し て いる 。 

同一 地域 の る COPA, その fm 関係 か ら 相 異な る 2 系 列 に 分 けら れる 例 は , 
領 察 帯 の 各地 で 知ら れ て いる リ 。 

iv) 石井 ら の 行 な つ た 化学 分 析 に よれ ば , PEMA L THEME K,O/Na,O の 比 に お 
いて と くに 対 鷺 的 な 相違 を 示す 。 (第 6 図 ) この 点 に お いて 茂 市 型 は 領 察 辛 の 古 期 花 賠 山 
緑 岩 に , また 乙 義 型 は 丹沢 右 英 図 緑 岩 (トロ = ェ ム 岩 ) , 遠野 , 千 廊 な どの 花井 関 緑 岩 に 
それ ぞ れ 対比 され る 。 

基 市 型 と 乙 義 型 の 岩石 学 的 性 質 に お ける 以上 の よ ょ うな 相 異 は , DO NN 
時 の 物理 条件 と 密接 に 関係 し た も の で あろ う 。 さい きん の O. F. Tuttle な ら び に N 

ry FIRE : ARERR Ry, 岩波 講座 , 117, 19325 小 出 博 : HDR DERER 3 

949, 
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L. Bowen!) の 水蒸気 圧下 に お ける Q-Ab 
-Or 系 合成 実験 に よれ は ば, 水 恭 気圧 の 高い 
ほど 最低 結晶 温度 を 有する 人 残 液 の 組成 は 
DE の Xo に に る の の 
と は 其 市 型 の よう な K,O/Na,O 比 の 高い 
(EBA Ze Ok FV EK。0/Na。O tt 
の 低い も の より 比較 的 水蒸気 圧 が 低い 条件 
RN SC RR ER LO 
よう な 条件 は 当然 変 甘 帯 の 物理 条件 に も 反 
評 す る と お る われ る 。 

疾 市 型 と 乙 茂 型 の 導入 時 間 の 関係 に つい 
て は 直接 の 証 抗 が な い の で 十分 有明 ら が で は 
な い 。 

4. fe / CRRA (第 7 図 , 1) 

(Ema Ka 5 Ben 変成 帯 中 に 孤立 し て 
産 す る 小岩 体 で ある が , その 構成 鉄 物 の 組 
合せ が まわ り の ホル ン ヘ ルス の それ と よく 
対応 する 点 で 注目 を ひく 。 皇 な 特徴 を 挙げ 
SE 

1) FES : 石英 (41%), ARG 


(4796, 平均 An40), カリ 長石 (2%) , BAR 


第 6 図 茂 市 型 な あら びに 乙 茂 型 花 賠 関 
ug) K,O/Na,O ft 


W-\ndex of biotite 


o4 05 


+1 x2 O38 
R &P - PIR Hz EOE mee, 
C Atma, T ARARNincs, 
IRE, 2. 32, 4 ce, 


1) Bowen, N.L. : Proc. Acad. 


5 BK. 


Not. Sci. 


A a) 
BRA OF ABA. 
a 


1.650 上 
oO 
0 
i.640 1 ! - ! 
10 20 30 40 50 
An%( aver.) 
縦 軸 : REEO Y jess, 


Sih: REGO FY An 成分 , 
Te 7 HCE RBH 


(79), FIER: (2.5%), その 他 (0.596) . 


) ka ( 最 外 殻 An18, 中 
fe An 41~47) (lk LIZ LIE RE 
右 分 に 富ん だ ARK (An78) BS 
Do 石灰 質 内 核 は 白雲 母 と 黒雲 母 の 
criss-cross 集合 体 で 交代 され て い 
る こと も ある 。 

lit) FPS LIS LIER A KY 
FY 7 RABE He 7, Ae LH 
状 連 品 を 作る 。 

lv) Fea, BRAD An 成 
分 の わり に 屈折 率 が や ゃ 高い (Y= 
1.656) 。 

iv) 石英 は & FC BROW 
BEE AA PEER fh & 7 Fo 

V) RUREAG ERG: X 4 4G ( ヵ 
=1.815)- BRGk EDT NITE 
MD EEC O16 OPAEGILS 


Philadelphia, 106, 10, 1954. 


258 


xt 2 hes 
3, BRs 


M Sz 


mM 2 
EEA (A) LERMKG (S) を 含 を 。 
VD RE DEER A & 4 UT 


(直交 = コル ) 


BORE 


SERA IRLEER O38 & HALT 


Te 7 ech ise 
PARA, QAR, 
紅 杜 石 ホ ルン ヘル ス GH7IR) 2 OOK 


1. 
BE: 


いる 。 (解放 = a) 
3. EMAL AR VY AVA (AIR) 
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( OBB AY SAAB F 7 HER LOCH EN, ある い は モン モリ ロン 石 様 
GM CLRENCWSo CHAIR LER 7 図 に 示し た よう に , きわ め て 安定 な 現 出 
状態 を 示す 。 と くに 黒 圭 母 を 消費 交代 し , か つ カ リ 長 石 と 直接 共存 する こと は 興味 深い 。 
以上 の 庄 性 質 か ら , この 花 賠 隊 緑 岩 は 茂 市 型 花 賠 関 緑 岩 の 系 列 に 属す る も の と 考え られ 
Bo 


5. ERXPAGOKRRARSS 

泥 質 また は 砂 質 岩 中 に 黒雲 母 が 最初 に 出現 する 点 を 結ん だ 黒雲 庄 isograd 2 SEM GHI 
BAM Ca EEA isograd £ OFF F—MAMPOMBL TZ BER: isograd (Ape 
部 か ら 2.5km な いし 3km に ある 。 

この 帯 に 含ま れる 低 度 変成 岩 類 は , 原 岩 の 砕 居 構 造 を 残し た 点 紋 粘 板 岩 相 に 属す る も の 
で , 泥 質 岩 に は 黒雲 母 (緑色 種 , Y=1.645) ERIKA (WDDABAA, ¢=1.630 
B= 638 和 y= ポポ 646 革 2V()899) 放 を 生じ 7 砂 質 岩 ほ ば 黒雲 坪 =(《= 和 1.650= テ 653) お 
よび 白雲 母 を 新生 し て いる 。 ま た 婚 緑 凝灰岩 (また は 集 塊 岩 ) に は 緑 泥 石 お よび 陽 起 石 を 
生じ て いる 。 緑 泥 石 の 生成 は 泥 質 また は 砂 質 岩 に は な い 。 

右 灰 岩 は 一 般 に 単純 な 細 慈 結 品 質 石 灰 岩 に な つて いて 石灰 球 酸 塩 鉄 物 は 生じ て いな い 。 

6. BZKPARPOBERER SS 

sR isograd DAM EARL T So ERAT HRM LEO, 外 帯 で は 紅 柱 石 
が 安定 で あつ た が , この 帯 で は Al,SIO; HMt CHEB L & EUCEEAR EA MIT S 
ら で あ る 。 し か し 其 市 型 花 賠 隊 緑 岩 に 直接 する 部 分 で は 紅 柱 石 , FEBRILE LOT 
白 圭 母 化 作用 を 受け , か つ 小 規模 な が ら 貫 状 片 族 岩 が 発達 する 。 こ の 部 分 を 白 圭 母 亜 帯 と 
し , その 他 の 部 分 を 斑 線 石 亜 帯 と する 。 

(1) 泥 質 岩 互 か ら 導 か 泌 た 変成 岩 類 

BHRBCECHEARIY ANZ ( 坦 線 石 亜 帯 ) 上 部 石灰 岩 と 下部 石灰 岩 の 中 間 部 に 
か な り 広 く 分 布 す る 。 と くに 滝 ノ フ 沢 ・ 沢 中 沢 お よび 松坂 沢 に は 多量 の 理 線 石 を 和信 む も の が 
発達 する 。 し か し 小 本 川 以 南 の 乙 葉 型 花 賠 図 緑 岩 に 直接 する 地域 で は その 分 布 は ずつ と 久 
ぐ く ぐ な り , FERRED D2 < Bo 

EZR : EEG AKC a ER: ASA (+) - BR: DIR: A 
長石 (An 20+) ほか に , BVA + REGKGR - REPKE (+) - RAM Ee eto 

MER Glass Icm+, と き に 5 へ ~6cm また は それ 以上 に 達する 標本 的 な 美 品 を な す 。 


いる . その ほか , 石英 , カリ 長石 ( 民 ) お よび 黒雲 評 よ り 成 る 。 (解放 = コ ル ) (第 7 
図 , 4 と 同じ ) 
4. ERARVY AVA GRR). 黒雲 三 を 消費 し て 多量 の 理 線 石 を 生じ た も の 。 
(解放 = コル ) 
5. BRAS ZARVYAVEA (RR). BRAC) は ざく ろ 石 (G) の まわ 
り の 優 白質 部 に 発達 する 。 (直交 = コル) 

6. ZUANVAEBBSAY ( 42GRVY ANA SOA). 黒色 鉱物 は ほとん 
ERR (Sp 濃緑 色 ) で 常に 紅 柱 石 と 共存 する 。( 解 放 = コ ル ) 

7. BAAvILGEERRH RS (AIR). MRBERT © (解放 = コル ) 

8. 同上 , コラ ンダ ム (Cr) の 徴 曲 を 包 有 する 紅 柱 石 の 白 圭 母 化 残 品 。 (解放 = 
av) 


Bit. 
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Be OBA BHARASWEAT S ほ ば 完全 な 柱状 自 形 変 品 を な す が (第 7 図 , 2), 
と き に 包 有 4 物 を 欠き 不 規 則 な 尊 状 変 品 を な すこ と も ある 。 後者 は 原 岩 が 比較 的 著 質 と お る も 
われ る 岩 右 中 に 多く 見 られ , 石英 と と も に 変成 分 化 脈 を つく る こと が じ ば し ば あぁ ある 。 FEHA 
fy: (—)85°. 屈折 率 : @=1.631, B=1.640, y=1.646, (5 ヶ 平 均 )。 

HGH 内 帯 の ほとん ささ ど 全域 に わた り , こと に 茂 市 型 花 賠 図 緑 岩 お よび 滝 フ 橋 花 贈 図 緑 
岩 の 周 辺 に か な り 普 辺 的 に 産出 する 。 す べ て いわ ゆる fibrolite に 属す る も の で ある が , 
その 現 出 状態 一 と くに 紅 柱 大 と の 共生 関係 は 興味 深い る の が ある 。 第 7 図 に 示し た よう 
に , その 産 状 に は , 1) 紅 柱 石 の ある 特定 方 向 (b 軸 ) に その < 軸 を 平行 し て 連 品 する よ 
うに みえ る 場合 (第 7 図 1,2,3,5), 1) 紅 柱 石 の 周 緑 ま た は , 秘 酷 に そつ て 同質 二 
的 な 居 移 関係 を 示す よう な 場合 (第 7 図 4 5,6) な どい ろ い ろ の 場合 が あぁ る 。 い ずれ に 
ak, 紅 柱 石 は 准 容 定 ま た は 不安 定 で , この 場合 に 安定 な Al。 SiO。 鉱物 は 斑 線 石 (fb- 
rolite) で あぁ る よう に お も る われ る 。 な お この よう な 筐 線 石 が , し ば LERBORBERO 
残 唱 を 含み , それ ほど 変成 度 が 高く な いよ うな 岩石 * 中 に る 紅 柱 石 や 攻 青 石 に 伴 な つて 
見 出さ れる こと は , MEERA KR HEKES AS EICMRAMBE CHS. EAS 
MEAL FE OU REROCHESS (と き に 電気 石 ) を 消費 交代 し て 生じ た よう な 産 状 
を 量 す る こと る も 少な く な い (第 7 図 , 4)。 こ の 種 の 斑 線 石 を 含む 岩石 は 本 変成 帯 中 で 最 
も 変成 度 が 高い も の の 一 で , その 分 布 る 葉 ノ 橋 両 雲母 花 賠 較 緑 岩 の 周 辺 部 一 帯 に 限ら れ て 
いる 。 

思 青 戸 は 紅 柱 石 と 共存 する が 紅 柱 石 よ り 少 な い 。 へ リサ イト 式 配 列 を 示す 包 有 物 の 方 向 
か ら 談 品 生 成 と 同時 に 廻 転 運動 を 行 な つ た と お も われ る 場合 が 往々 あり , WMIROBLWD 
の で は 周辺 を 淡 黄 色 の 光学 的 等 方 質物 質 (お そら く あ る 種 の 緑 泥 石 ま た は モン モリ ロン 石 
で が まれ で いる る も の が ある 6 

以上 の ほか と くに 注目 すべ きこ と は , 共 質 を 構成 する 石英 , 灰 草 長石 と と も に カリ 長石 
(お そら く 正 長石 また は 2V(-) 50° よ の sanidine?) 氷 比 較 的 多量 に 存在 する こと で 
ある 。 

BRA: WES < ZBRY ANZ (ERGY) 

2 ヶ所 か ら 産 出す る 。 そ の 1 は 沢 中沢 下 流 か な ら , 他 の 1 は 湧 ロ 付近 か ら ー た だ し 後者 
は 転石 と し て 見 出さ れ た 。 いずれ る も 肉眼 で 認め 得る ざく ろ 石 る 録 方 十 二 面 体 結 品 を 多量 に 
含む も の で ある 。 ざ くろ 石 の 屈折 率 は n=1.808 (JPR), お よび n=1.812 GH) で 
DUMPS ( ABI MR EBT SIMDEBDDN|GS 

S ¢ AAD OR ERD LClk, RRR AGAVY ANZ (第 7 図 , 5) Cr 
Sekt, Make, Bia, HRA (An60) が あり , i oicSHoBA- ABA SEG 
・ 電気 石 を 催 な う 。 こ れ ら の うち , BE (MM Y=1.654) LBM BLE Y 
に 岩石 中 に 普遍 的 に か つ 豊 富 に 含ま れる 。 磁 鉄 鉄 は へ リサ イト 包 店 物 と し て ざく ろ 石 中 に 
も 存在 する 。 曹 青 石 は ざく ろ 石 の まわ り に 石英 斑 状 克 唱 と と も に モザ イク 状 集 合体 を な し 
て 濃 集 する が , 他 の 部 分 に は 少な い 。 そ の よう な 部 分 に は 尋 線 石 も 昔 青 石 に と も な つて 少 
量 生 じ て い る 。 緑 泥 石 は ざく ろ 石 の ケリ フ ア イ ト 緑 を な する も の で ある 。 COBACEAT 
べき も の は , HES LAW AMAA AHET SIL CHS LOSE 


4 


FAET OREO TRL Y= 1.646 で 本 変成 帯 で は 上 比較 的 低い 方 に 属す る 。 
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状 (0.35mm 以下 ) また は 針 状 を な す も る も ので, 鏡 下 で の 光学 性 (BBE, 光学 方 位 , Teta 
角 (—)88°, 多 色 性 Y= BOAR, Z= 淡 緑 , FREE) か ら 和 終 方 煙 石 と 同定 し た 。 

治 口 産 転石 の ざ ぐ く ろ 石 ホル ン ヘ ルス (第 7 図 , 6) CINK SRL LVI 
青 石 が 大 部 分 を 占め 黒雲 母 は 非常 に 少な い 。 そ の ほか , LOBAICIMER LIBRE ZE 
A VARS (SENS LOBES, MHA: ZUR: BHO 3 者 は 密接 な 反応 
共生 関係 を 示し て いる 。 

kA is (ALA) 茂 市 型 花岡 関 緑 岩 の 接 触 部 か ら 100m 前 後 の 狭 い 箇 囲 に 
小 規 棋 に 分 布 する 。 標 式 的 な 露出 地 は 内 ノ 沢 で , 一 般 に アプ ライ ト 脈 が 複雑 に 紀 入 し た 部 
分 に 多い 。 黒 雲母 ・ 白 雲母 ( エ ) ・ 灰 草 長 石 お よび カリ 長石 を 主 成分 と し , その ほか ざく ろ 
石 ま た は 紅 柱 石 ・ 理 線 石 お よび コラ ンダ ム を 含む こと が ある 。 

ES LUBBAC ENE, ARORA REM ORRAR Cd d OL KRW RICE 
し て いる と いわ れる 。 内 ノ 沢 に な みち られ る も の は , HGH TERBN EEO MOR eR 
片 麻 岩 幕 の お そら く 末 端 部 に あたる も の で あろ 3 う 。 その 意味 に お いて 紅 柱 石 と コラ ンダ ム 
を 含む 締 状 片 麻 岩 は 注 旧 に 値する 。 

MERC ASYSLESCREBARI (第 7 図 7, 8) 肉眼 で は 白黒 の 分 化 が あま 
り 著 し く な い が , 鏡 下 で は 完全 な 花岡 変 唱 質 片 麻 岩 構造 を 示し , と くに カリ 長石 , 関 光 集 
合体 お ょ び 紅 柱 石 の 発達 に よる 眼球 状 構造 が 特徴 で ある 。 KRELMM LER MMU IES 
量 に 在 存 する 。 主 な 構成 鉄 物 は , THEN 量 の 順に , 鉄 苦 圭 鉱物 : ABS (12%), 黒 
See (1196), Beka : KORA (30%), 石英 (24%), カリ 長石 (2096) で , ほか 
(KLEE: BR SY eV OYA BRR: ATV V7 LRE この 順に 少量 また は 微量 に 
ArT 9 

BSB ix 01~1.0mm の 比較 的 大 型 * の 板 状 結晶 で , Z’= 濃 赤 福 , X'’= WAC 
色 性 が 著しく , また ジル コン に よる 多 色 ハロ ー を 頭 著 で ある 。7Y==1.652。 

白 圭 母 の 産 状 に は 2 BS), 1 は 黒 圭 母 と 密接 に 平行 連 品 し て 石 基 を 構成 する る もの, 
ALISBLERAR (shimmer aggregate) を つく る も の で ある 。 後者 は 不 規 則 に 集合 し た 
微細 な 絹 雲 母 の 集合 体 で 円 形 ま た は 橋 円 状 (+.1~1.5x1.6~2.5mm) を な し , 石 基 の 板 
状 白 雲 生 お よび 黒 圭 母 を 押し 分 け て 発達 する よう に みえ る 。 際 光 集合 体 の 中 心 に は し ば し 
ば や や ゃ 大型 の 白 圭 母 結晶 が 令 ま れる こと が ある 。 

AUER FH} RM E eS AMD EAB LOTR ENT BRAS, 上 記 の 
PLB SRS I OPE ORIENT 5 Wo CK OMORMAEADKS BOOM, 
きわ め て 稀 で は ある が , コラ ンダ ム ** Offa (4 009mm) (467M, 8) を 包 有 する こ 
と は きわ め て 興味 深い 。 こ の 鉄 物 は , これ と 共生 し て その 周辺 に も 白雲 母 を 生じ て いる こ 
と か ら み て , お そら く 次 の 方 程 式 で 示さ れる よう な 紅 柱 石 の 絹 圭 母 化 作 用 (加水 分 解 ) の 
過 刻 的 産物 と お も われ る : 

6 Al,SiO; + 2H,O + K,O = 2 H,KAI,Si,0,, + 3 Al,O, 
EE St コラ ンダ ム 


i 


ius 


* 中 得度 の 変成 度 の よ ル ン ヘ ルス で は 0.01~0.2mm ぐら い o 
** WEOWS EEE EU, 屈折 率 は まわ り の 紅 柱 石 より 高く , BETS Bo 
光学 的 に 一 軸 性 負 号 結晶 。 
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理 線 石 は 関 光 集合 体 ま た は GROBERKAGANCPRBETSA 紅 柱 石 と 同じ く 自 
圭 母 化 作 用 に 対し て は 不安 定 な 残存 結晶 と 靖 えら れる 。 

カリ 長石 は 石英 お よび 灰 草 長石 と と も に モザ イク 汰 石 基 を 構成 する が , 比較 的 大 型 の も 
の は (0.4x0.6mm) 円 形 ま た は 椿 円 状 夷 状 変 品 を つく る 。 KHPRABEAT VOU 
心 部 に 石英 ・ 代 長 石 ・ 黒 圭 母 ・ 磁 鉄 鉄 な どか ら 成 る 一 群 の 包 有 物 を 有する が , 光学 的 に は 
均一 で パーサ イト 構造 は 認め られ な い , な お 灰 間 長石 に 接する 場合 に そ に は ミル メカ イト で 交 
代 き 乱 で る 5 

RBRE (An20+) は 比較 的 少な く 多 く の も の は 汚 温 し て いる 。 累 帯 構造 は ほとん さ ど 
Tro 

(2) DERBEDS Sonera 

HED - BEBWBRVY ANA RRO LGD 5 BALICABT So 一 般 に か な り 閉 
し い 片 状 構造 が あ る が , それ は 主として 雲母 の 平行 配列 に よる も の で , 石 基 を 構成 する そ 
の 他 の 講 成 分 鉱物 一 一 石英 ・ 和 斜 長石 お ょ よび ヵ カリ 長石 は 等 粒 そ モザ イク 構造 を な し て いる 。 

主 な 構成 鉄 物 は 石英 ・ 余 長石 (RY) 7B BARA) b お よび 黒雲 母 な ら 
びに 百 雲母 で , その ほか 少量 の ざ ぐ く ろ 石 ・ 紅 杜 石 ・ 鞍 線 石 な ど を 含む こと も ある 。 接触 部 
附近 で は 石英 ・ 灰 草 長 石 お よび カリ 長石 は し ば し ば 眼球 状 大 型 薄 状 変 唱 に 発達 する (図版 
9)o BEEO BHR Y=1.649~1.654 OM CERRY AN ZEROS 
中 の も の と 大 差 な い 。 

BRAVBRVIANA AJRCED. BPEREOCT IOS SREMARLRRKEAT, 
Sa P CEMA ERE CHER ( FEL SMe els, BEG (An46~66) - 
BX - SEMANA, BNEBAORKRMAMS2e (Goldshmidt の Class 7) で あ 
る 。 そ の ほか , 若干 の ジル コン ・ 梅 石 ・ 緑 泥 石 お ょ び 磁 鉄 鉄 を 伴 な う 。 

本 岩 が アプ ライ ィ イト の 小 脈 に 急 ら れる 所 で は , その 接触 部 に 赤褐色 の 狭い 拡散 反応 帯 ( 由 
5mm) を 生じ て いる 。 そ の 部 分 で は 角 図 石 の 代り に 黒雲 坪 が 発達 し , EASA 
石 と 共生 する も の より 灰 長 石 分 を 減じ An30~32 と な つて いる 。 な お 少量 の ざく ろ 石 : 
BORG - ERG ORTTCEU THOS. | (HK FB) 


ーー へ 


こ 新 の ササ 電電 


へ 


鉱物 概論 原田 準 平 療 本書 は 鉄 物 の 講 性 質 の 全般 に つい て 概要 を 記し , SIC TS 
SABE PRI, 同時 に 鉄 物 学 の 入門 書 と し て 役立て よう と 計 つ た も の で , BE 版 の 岩波 全書 
と し て ょ よく まとめ られ た 良書 で ある 。 次 の OME VMS. 1. RRL 2. SemnseaE, 
3. SO ASME, 4. 鉱物 の 物理 的 性 質 。 5. 化学 的 及び 結晶 化学 的 性 質 , 6 gto 
鑑定 , 7. 鉄 物 の 生成 , 8. 鉄 物 の 産出 状態 お よび 共生 関係 , 9. 鉱物 の 利用 , 10. atin 
分 類 , 癌 巻 末 に 附録 と し て 主 な 参考 書 , 32 品 族 の 対称 要素 の 組合 せ , 結晶 形 と ステ レオ 
投影 が 付け られ , 便利 で ある 。 待望 され て いた 本 書 が ここ に 版 さ くさ れ た こと は 喜び に た え 
な い 。 学生 及び 一 般 の 参考 書 と し て 推薦 する 。( 誰 波 書 店 発行 , 本 文 305 B, 附図 177 
Ed, 定価 360 J), "i : (Kap) 
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